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トレンドに踊らされるのではなく
戦略的に活用できる人事へ

3大 人事トレンドワード解説

識者・人事担当者に聞いた「HRキーワード」
▪株式会社CORESCO  古森 剛氏 ▪株式会社人材研究所  曽和 利光氏
▪積水ハウス株式会社  藤間 美樹氏 ▪アサヒグループジャパン株式会社  林 雅子氏
▪株式会社デンソー  原 雄介氏 ▪株式会社商船三井  毛呂 准子氏

研究者の視点
▪甲南大学 経営学部 教授  尾形 真実哉氏
▪青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 教授  須田 敏子氏
▪大手前大学 学長  平野 光俊氏

2023年版 人事が知っておきたい法改正のポイント

立教大学 経営学部 教授  中原 淳氏× パーソル総合研究所 上席主任研究員  小林 祐児

対談



人事トレンド ワード
コロナ禍の長期化や、人材不足の深刻化など、
2022年も人事領域ではさまざまな課題に直面した一年だったといえるでしょう。
パーソル総合研究所では今回、《テレワーク》《DX人材》《人的資本経営》の3つを
トレンドワードとして選定しました。さまざまなトレンドワードが飛び交う中で、
この3ワードを選出した理由について、人事界の動向などをひもときながら詳述していきます。
さらに、識者や企業の人事担当者が注目しているHRキーワードなども紹介。
ぜひ、ご自身の考えや自社の人事方針などと照らし合わせながら読み進めていただければ幸いです。

近年の人事トレンドの移り変わりは、非常に目ま
ぐるしい─。そのように感じている読者は、多い
のではないだろうか。そこへきて「またトレンドワー
ドか」と思われた人がいるかもしれない。
今号より、我々がトレンドワードを特集テーマと
して企画した背景には、次のような思いがある。そ
れは、人事のトレンドやブーム、その軌跡を客観的
な形で残し、冷静に振り返られるようにすることで、
「今、人事において本質的に議論すべき、また注力
すべき大事なテーマは何か」をより確かな目で見極
め、お伝えしていきたいということ。次から次へと
押し寄せてくるトレンドの人事テーマに表面的に流
されることなく、使えそうなものを戦略的に活用し、
各社において最も大事で、優先度の高い人事施策を
進めていただけるように。そのために、一年の総括
と次年度への期待を込めて、毎年末の12月にこの企
画をお届けしていきたいと考えている。
なお、初回の今号では、全国1,000人の人事担当

者などへの事前調査や当社ウェブサイト内検索結果
などを参照しながら、選考会（詳細は4頁を参照）
にてアドバイザーの皆様にご意見をいただき、当社
研究員が3つのトレンドワードを最終決定した。こ
の3ワードに関連する特集に加え、誌面では《人事》
に関係するさまざまな立場の方が注目しているキー
ワードについての取材記事も収録した。それぞれの
キーワードや考えに対する感じ方は、人によって異
なることと思われるが、来る2023年に思いを馳せ、
仕事に向き合っていく中で、各読者にとって刺激や
支えになる要素が少しでもあったなら嬉しく思う。

 パーソル総合研究所
機関誌「HITO」編集長  木下 学

2022-2023
※2～3頁のワード群は、事前に実施した各種調査（4頁参照）でリストアップされたワードから一部を掲載した。

はじめに
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立教大学 経営学部 教授
（人材開発・組織開発）

中原 淳氏
〔PROFILE〕東京大学教育学部卒業。大阪大学大学院人間科学研
究科、メディア教育開発センター（現・放送大学）、マサチューセッ
ツ工科大学客員研究員、東京大学講師・准教授等を経て、2018年
より現職。博士（人間科学）。専門は人材開発論・組織開発論。「大
人の学びを科学する」をテーマに企業・組織における人材開発・
組織開発を研究している。

パーソル総合研究所  
シンクタンク本部 上席主任研究員

小林 祐児
〔PROFILE〕上智大学大学院総合人間科学研究科社会学専攻博士
前期課程修了。 NHK放送文化研究所に勤務後、総合マーケティ
ングリサーチファームを経て、2015年パーソル総合研究所入社。
労働・組織・雇用に関する多様なテーマについて調査・研究を行っ
ている。専門分野は人的資源管理論・理論社会学。研究領域は働
き方改革、ミドル・シニア層の活性化など、多岐にわたる。
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パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が
、2
0
2
2

2
0
2
3
年
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
人

事
の
3
大
ワ
ー
ド
と
し
て
選
出
し
た
の

は
、《
テ
レ
ワ
ー
ク
》《
D
X
人
材
》《
人

的
資
本
経
営
》。
数
あ
る
ワ
ー
ド
か
ら
こ

の
3
つ
を
選
ん
だ
理
由
や
そ
の
解
釈
、
さ

ら
に
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
の
意
義
と
は
何
か
。2
0
2
2
年

10
月
21
日
に
開
催
し
た
ワ
ー
ド
選
考
会

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
い

た
中
原
先
生
と
、
最
終
的
な
ワ
ー
ド
決
定

の
責
任
者
を
務
め
た
小
林
が
、
選
考
会

を
振
り
返
り
つ
つ
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
を
探
る
こ
と
で

見
え
て
き
た
日
本
の
人
事
の
特
徴

編
集
部　
今
年
、人
事
領
域
で
目
立
っ
た
ワ
ー

ド
に
対
し
て
、
選
考
会
で
は
現
役
の
人
事
担

当
者
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し

た
か
。

中
原
氏　

人
事
の
課
題
が
流
行
語
と
し
て

短
期
サ
イ
ク
ル
で
乱
造
さ
れ
て
い
る
現
状

を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
選
考
会
に

参
加
し
た
方
々
の
意
見
を
聞
き
、
こ
う
し
た

ワ
ー
ド
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
自
体
を
う

ま
く
利
用
し
て
、
や
り
た
い
施
策
を
進
め
た

り
、
企
業
の
体
質
を
改
善
し
た
り
す
る
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
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トレンドに踊らされるのではなく
戦略的に活用できる人事へ
立教大学 経営学部 教授  中原 淳氏  ×  パーソル総合研究所 上席主任研究員  小林 祐児

 9 ･････パーソル総合研究所が選んだ

3大 人事トレンドワード解説
《テレワーク》《DX人材》《人的資本経営》

6人のキーパーソンが注目する2022年～2023年の人事の方向性とは

識者・人事担当者に聞いた「HRキーワード」
 12 ･････「個の覚醒」株式会社CORESCO  代表取締役  古森 剛氏
 14 ･････「全国採用」「タレントアクイジション」「創造性」

株式会社人材研究所  代表取締役社長  曽和 利光氏
 16 ･････「組織文化資本」積水ハウス株式会社  執行役員 人財開発部長  藤間 美樹氏
 17 ･････「キャリアオーナーシップ」

アサヒグループジャパン株式会社  キャリアオーナーシップ支援室 室長  林 雅子氏
 18 ･････「二律背反の共生」

株式会社デンソー  総務人事本部 執行幹部 人事企画部・人事部担当  原 雄介氏
 19 ･････「セルフアウェアネス」株式会社商船三井  常務執行役員／

チーフヒューマンリソースオフィサー／人事部、秘書総務部（秘書）担当  毛呂 准子氏

研究者の視点
 20 ･････すべての人が《幸せに》働ける社会の実現を目指して

甲南大学 経営学部 教授  尾形 真実哉氏
 22 ･････ガラパゴス化した日本の人事制度を国際比較の観点で研究・分析

青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 教授  須田 敏子氏
 24 ･････重要度が増すウェルビーイング HRMができることを探求し続ける

大手前大学 学長  平野 光俊氏

 26 ･････2023年版  人事が知っておきたい法改正のポイント
 31 ･････インフォメーション
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▼ 人事トレンドワード選考会の概要
2022年10月21日、都内にて開催。トレンドワード選考の最終責任者は、小林祐児（パーソル総合研究所 上席主任研究員）。以下4名の方にアドバイザーとし

て参加いただいた。中原淳氏（立教大学経営学部教授）／矢野三保子氏（住友金属鉱山株式会社）／蛯谷敏氏（ビジネスノンフィクションライター・編集者）／
大場竜佳（パーソルホールディングス株式会社）。ファシリテーターは、本間浩輔（パーソル総合研究所 取締役会長）。
なお、選考会では「注目している人事ワード」を聞いた以下①～④の事前調査などの結果を参照した（上位5つの抜粋／カッコ内は件数）。

① 人事担当者1,000人を対象にしたインターネットアンケート調査（2022年9月5日～ 9月7日)：
1位「テレワーク／リモートワーク／在宅」（377）、2位「コロナ／ウィズコロナ／アフターコロナ」（269）、3位「人材不足／人材確保」（259）、
4位「DX（デジタル・トランスフォーメーション）」（185）、5位「ダイバーシティ／多様性」（168）

② パーソル総合研究所主催 人事リーダー育成プログラム「HRリーダーズフォーラム®」第5期生を対象にしたアンケート（2022年9月14日～ 9月19日）：
1位「人的資本経営」（31）、2位「ジョブ型」（9）、3位「DX／DX人材」（8）、4位「リスキリング」（6）、5位「エンゲージメント」（5）

③ パーソル総合研究所シンクタンク本部研究員アンケート（2022年9月16日～ 9月27日）：
1位「人的資本経営」（7）、2位「リスキリング」「賃上げ」（ともに3）、3位「ウェルビーイング」「ジョブ型」「Z世代またはシニア（定年後）」（ともに2）

④ パーソル総合研究所のウェブサイト内検索ランキング（2022年2月18日～ 8月31日 ※4月19日～4月30日を除く）：
1位「テレワーク／リモートワーク／在宅」（603）、2位「研修／学習／人材育成／資格／スキル」（397）、3位「シニア／ミドル／高齢／ミドル・シニア」（209）、
4位「労働市場／求人状況／就業実態」（196）、5位「副業」（166）

パーソル総合研究所のウェブサイ
トでは、本号に掲載した対談・イ
ンタビュー記事の長尺版をお読み
いただけます。

時間は等しく流れていく。
昨日を振り返り、
明日をより良くするために
《今》をどう生きるか─。
それが、《先の見えない時代》の
指針となる。

イラスト／後藤美月

〈表紙の言葉〉
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トレンドに踊らされるのではなく
戦略的に活用できる人事へ

て
い
ま
す
。

小
林　

立
場
に
よ
っ
て
も
出
て
く
る
意
見

が
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
の
で
、
面
白
い
取
り
組

み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
《
テ
レ

ワ
ー
ク
》《
人
的
資
本
》《
D
X
》
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
経
営
や
全
社
的
に
対
応
が
必
須
な

テ
ー
マ
と
し
て
人
事
に
降
り
か
か
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
、《
キ
ャ
リ
ア
自
律
》
な
ど

人
事
が
発
信
す
る
テ
ー
マ
は
あ
ま
り
上
位

に
挙
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
人
事
の
動
き
が
経

営
や
全
社
的
な
動
き
の
後
手
に
回
っ
て
い

る
、
人
事
部
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全
社

を
巻
き
込
む
よ
う
な
動
き
に
は
な
っ
て
い

な
い
の
だ
と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

編
集
部　

参
加
者
か
ら
は
《
人
的
資
本
》

《
D
X
》
な
ど
は
海
外
で
は
話
題
に
も
挙
が

ら
ず
、
日
本
特
有
の
課
題
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
中
原
先
生
は
選
考
会
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
原
氏　
「
女
性
活
躍
推
進
」
が
事
前
調
査

の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
入
ら
ず
、
参
加

者
の
方
も
「
最
近
は
言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ

た
」
と
仰
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
女
性
活
躍
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
・

エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
は
、
10
年
が
か

り
で
取
り
組
む
経
営
テ
ー
マ
だ
と
思
う
の

で
、
ト
レ
ン
ド
で
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
も
う
取
り
組
ま
な
く
て
も
い
い
と
い
う

空
気
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

ね
て
か
ら
の
人
材
教
育
費
が
、
D
X
人
材
育

成
費
に
形
を
変
え
、
多
く
の
予
算
が
下
り
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
2
0
2
2
年
で
す
。

中
原
氏　

デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
変
革
す
る
こ
と
が
、
端
的
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
市
場
に
人
材
が
い
な
い
、

デ
ジ
タ
ル
に
興
味
は
あ
る
が
自
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
興
味
が
な
い
専
門
家
を
採
っ
て
も

定
着
し
な
い
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
、
育

成
の
フ
ェ
ー
ズ
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

小
林

D
X
人
材
が
外
部
採
用
か
ら
内
部
育

成
の
世
界
に
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
D
X

は
そ
も
そ
も
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
革
で

す
。
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
な
い
人
を
い
く
ら

外
部
か
ら
採
用
し
て
も
機
能
し
な
い
こ
と

に
各
社
気
づ
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
D
X
が
「
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」

く
ら
い
の
意
味
に
希
薄
化
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
も
の
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
す
。

中
原
氏

D
X
人
材
の
育
成
方
法
は
、
現

状
、
多
く
の
企
業
で
統
計
学
な
ど
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
こ
と
に
終
始

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
絶
対
的
に
大
事
な

こ
と
は
、
そ
の
知
識
を
何
か
に
当
て
は
め
て

「
使
う
」
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル

を
使
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
を
「
実
践
す
る
」
こ
と
で
し
か
学
べ
な
い

し
、
D
X
人
材
は
育
た
な
い
と
思
う
の
で
す
。

小
林　
学
び
直
し
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
必
要

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、組
織
視
点
で

実
験
・
検
証
を
繰
り
返
す
べ
き

編
集
部　
そ
れ
で
は
、
3
大
ワ
ー
ド
を
ひ
と

つ
ず
つ
追
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は《
テ
レ
ワ
ー
ク
》
に
つ
い
て
、当
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
の
検
索
ラ
ン
キ
ン
グ
や
人
事

従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
1
位

で
し
た
が
（
4
頁
参
照
）、
小
林
さ
ん
、
最

終
選
出
の
意
図
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
林　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
2
0
2
0
年
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の

緊
急
事
態
的
な
対
策
で
一
気
に
広
が
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
て
き
た
こ
こ

2
年
は
、
蓄
積
し
た
組
織
課
題
を
背
景
に
、

今
後
ど
う
す
る
か
を
占
う
壮
大
な
社
会
実

験
の
よ
う
な
極
め
て
重
要
な
時
期
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
こ
の
間
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の

議
論
は
、
仕
事
に
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ワ
ー
ク
」
と
い
う
個
別
最
適
の
フ
ェ
ー

ズ
か
ら
、「
組
織
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、

運
営
す
る
か
」
と
い
う
組
織
最
適
の
フ
ェ
ー

ズ
に
入
る
べ
き
で
し
た
が
、
多
く
の
企
業
が

「
定
着
さ
せ
る
か
」「
や
め
る
か
」
の
二
元
論

に
縛
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
は

各
社
の
ス
タ
ン
ス
と
議
論
の
レ
ベ
ル
感
の

差
が
は
っ
き
り
出
た
と
い
う
意
味
で
、
記
録

に
残
し
た
い
と
思
い
選
び
ま
し
た
。

中
原
氏　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
各

人
・
各
社
に
と
っ
て
最
も
成
果
に
つ
な
が
る

性
を
叫
ば
れ
る
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
、「
現
実
的

課
題
」
へ
と
よ
う
や
く
門
戸
を
開
い
た
の
が

2
0
2
2
年
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
D
X
人

材
を
選
び
ま
し
た
。

人
的
資
本
経
営
の
潮
流
を
利
用
し

実
践
を
通
し
た
本
気
の
育
成
を

編
集
部　
《
人
的
資
本
経
営
》
は
、人
事
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
1
位
で
あ
り
（
4
頁
参
照
）、
選
考
会

で
も
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
注
目
し
て
い

る
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
経
済

産
業
省
の
「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」
な
ど

の
影
響
も
あ
っ
て
、
2
0
2
2
年
、
一
気
に

注
目
度
が
高
ま
っ
た
言
葉
で
す
。

小
林　

機
関
投
資
家
や
欧
米
先
行
と
い
う

外
圧
に
よ
っ
て
、
急
速
に
注
目
が
集
ま
り
、

人
事
・
経
営
が
情
報
収
集
に
追
わ
れ
た
1
年

で
し
た
。
人
的
資
本
「
開
示
」
元
年
と
い
え

ま
す
。
開
示
後
数
年
は
開
示
指
標
の
経
年
変

化
や
成
長
の
度
合
い
、
独
自
性
な
ど
が
肝
に

な
り
ま
す
。
来
年
以
降
、
成
果
に
関
す
る
企

業
間
の
差
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
人
事

に
と
っ
て
は
投
資
家
対
策
よ
り
実
質
的
な

議
論
を
進
め
る
必
要
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
2
0
2
2
年
は
そ
の
分
水
嶺
に
当

た
る
年
と
も
い
え
ま
す
。

中
原
氏　
《
人
的
資
本
経
営
》
は
古
く
か
ら

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
人
事
の

働
き
方
を
選
べ
ば
よ
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
か
対
面
で
働
く
か
は
、
あ

く
ま
で
も
手
段
。
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て

や
っ
て
い
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
選
考
会

で
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
た
結
果
生
じ

た
組
織
課
題
も
あ
り
、
ど
う
い
う
働
き
方
が

よ
い
か
仮
説
を
も
っ
て
実
験
を
繰
り
返
す
し

か
な
い
」
と
い
う
企
業
人
事
の
方
の
発
言
が

印
象
的
で
し
た
。「
実
験
」
は
因
果
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
結
果
は
や
っ
て
み

な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

積
極
的
に
実
験
を
す
る
人
事
や
経
営
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
そ
う
や
っ
て
各
企

業
に
お
い
て
人
事
が
実
験
し
、
自
社
な
り
の

答
え
を
出
す
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
時
代

が
目
の
前
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

D
X
人
材
は
内
部
育
成
へ

重
要
な
の
は
実
践
す
る
こ
と

編
集
部　
人
事
従
事
者
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
《
D
X
人
材
》
は
比
較
的
上
位
で
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

小
林　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
み
、
バ
ズ
ワ
ー
ド
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た

D
X
が
不
可
逆
的
な
流
れ
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
事
と
し
て
は
D
X
人
材
の
採

用
に
注
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
外
か
ら
の
採

用
に
限
界
を
感
じ
、
社
内
育
成
に
振
り
向
け

た
転
換
点
の
1
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
か

言
葉
を
経
営
者
が
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
そ
も
そ

も
人
事
が
経
営
学
の
科
目
に
な
っ
た
の
は
、

1
9
8
3
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
最
初
で
、

戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
よ
り
も
か
な
り
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
ま
さ
に
人
・

組
織
が
企
業
の
競
争
優
位
を
つ
く
る
時
代
が

き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
本
来
は
現
場
で
語
ら

れ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
経

営
周
辺
の
人
が
中
心
で
、
残
念
な
が
ら
人
事

の
現
場
の
人
が
関
心
を
持
っ
て
話
し
て
い

る
場
面
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
林　
人
的
資
本
は
「
個
人
の
能
力
・
資
質
」

を
い
か
に
投
資
し
て
上
げ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
た
め
、「
個
」
が
対
象
と
な

る
概
念
で
す
。
そ
ん
な
人
的
資
本
の
論
調

に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
も

「《
個
人
主
体
》
の
学
び
直
し
と
ジ
ョ
ブ
チ
ェ

ン
ジ
」
の
話
へ
と
先
祖
返
り
的
に
矮
小
化
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
個
人
の
ス
キ

ル
・
能
力
を
上
げ
る
こ
と
」
を
人
的
資
本
の

指
標
に
し
て
も
、
ス
キ
ル
が
現
場
で
発
揮
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
個
人
が
ス
キ
ル

を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
職
場
で
ス
キ
ル
を

生
か
す
こ
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

中
原
氏　
人
的
資
本
へ
の
投
資
が
、
企
業
へ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
接
影
響
す
る
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
間
に

「
行
動
変
容
」
が
挟
ま
り
、媒
介
す
る
こ
と
で
、

影
響
し
ま
す
。「
行
動
変
容
」
と
は
、
職
場

間
に

介
す
る
こ
と
で

動
変
容
」
と
は
、
職
で
、

職
場

私
は
思
っ
て
い
ま

か
は
、
あて

『人に期待をするなら、人に投資を』
最後かもしれないこのチャンスを
逃してはいけない

人事トレンドはブームとして終わらせず
真の人事課題の解決に向けて

戦略的に利用すべき

対談
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や
現
場
で
人
々
が
学
ん
だ
知
識
を
実
践
す

る
（
行
動
が
変
わ
る
）
こ
と
。
実
践
に
尽

き
る
の
で
す
。
人
へ
の
投
資
と
い
う
面
で

は
、
日
本
は
猛
省
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
企
業

は
、
こ
の
20
年
間
で
O
J
T
や
人
的
資
本
、

人
材
開
発
へ
の
予
算
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
国

も
高
等
教
育
に
対
す
る
運
営
交
付
金
を
減

ら
し
て
お
り
、
日
本
は
O
E
C
D
加
盟
国
で

国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
公
財
政

教
育
支
出
が
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。

小
林　
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
人
的
資
本
投

資
や
D
X
人
材
育
成
の
流
れ
を
、
人
事
が
利

用
し
な
い
手
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
育
成
の
予
算
を
し
っ
か
り
取
り
に

行
き
、
成
果
を
測
定
し
て
示
し
、
次
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
本
当
に
た
だ
の
ブ
ー

ム
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
原
氏　

お
そ
ら
く
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
林　

確
か
に
。
30
年
以
上
ぶ
り
に
き
た
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
初
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
。

流
行
語
で
終
わ
ら
せ
ず

中
長
期
で
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と
は

編
集
部　
選
考
会
で
は
、
人
事
領
域
で
毎
年

の
よ
う
に
流
行
語
が
出
る
状
態
が
異
常
だ

と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

中
原
氏　

流
行
語
が
生
ま
れ
る
こ
と
自
体

は
構
わ
な
い
し
、
一
年
を
振
り
返
り
キ
ー

ワ
ー
ド
で
総
括
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
私
が
一
番
危
惧
し
て
い
る
の
は
、

「
流
行
し
て
い
る
か
ら
、
同
業
他
社
が
や
っ

て
い
る
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
お
か
ね

ば
」
と
い
う
思
考
や
、
流
行
語
に
飛
び
つ
い

て
お
け
ば
、
後
れ
を
と
ら
な
い
と
い
う
発
想

に
陥
る
こ
と
で
す
。
本
当
に
経
営
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
社
と
は
違

う
競
争
優
位
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
大
事
。

そ
れ
に
は
、
事
例
を
真
似
る
の
で
は
な
く
、

流
行
語
を
ど
う
解
釈
し
て
自
社
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
形
で
実
践
す
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

小
林　
流
行
語
の
後
追
い
で
情
報
や
事
例
を

求
め
る
傾
向
は
、
構
造
的
に
な
か
な
か
変
わ

ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
第
1
回

と
し
て
2
0
2
2
〜
2
0
2
3
年
で
押
さ
え

る
べ
き
テ
ー
マ
を
選
べ
た
と
思
う
と
同
時
に
、

流
行
語
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

テ
ー
マ
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
ひ

と
つ
の
群
と
し
て
、
長
期
的
に
達
成
し
て
い

く
し
か
な
い
も
の
。
中
原
先
生
も
挙
げ
て
お

ら
れ
た
《
D
E
＆
I
》《
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ

イ
ジ
メ
ン
ト
》《
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
》
な

ど
は
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

中
原
氏　
《
キ
ャ
リ
ア
自
律
》
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。
私
が
こ
の
業
界
に
入
っ
た
20
年
前

か
ら
い
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
頃
か

ら
シ
ニ
ア
と
結
び
つ
い
て
再
燃
し
て
い
ま
す
。

小
林　
も
う
ひ
と
つ
の
群
は
、
現
場
で
は
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
て
も
、
経
営
や
人
事

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
も
の
。
例
え

ば
《
目
標
管
理
制
度
》
は
成
果
主
義
の
レ
ガ

シ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
見
て

見
ぬ
振
り
を
さ
れ
、
ジ
ョ
ブ
型
が
注
目
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。《
女
性
活
躍
推
進
》
は

進
展
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う
飽
き

ら
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。《
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
》
や《
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
》
の
問
題

も
、
絶
対
に
ブ
ー
ム
に
し
て
終
わ
ら
せ
て
は

い
け
な
い
も
の
と
し
て
言
い
続
け
た
い
で
す
。

中
原
氏　
そ
れ
で
い
え
ば
、
皆
の
悩
み
は
す

ご
く
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
「
学
び
直
し
」
を
進
め
る
に
も
何
を

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
か
。
そ
う
い

う
生
々
し
い
、
地
に
足
の
つ
い
た
こ
と
は
誰

も
教
え
て
く
れ
な
い
の
で
戸
惑
っ
て
し
ま
う
。

小
林　

現
場
の
運
営
に
近
づ
け
ば
近
づ
く

ほ
ど
話
題
に
挙
が
り
づ
ら
い
。
し
か
し
、
本

当
の
人
事
課
題
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
原
氏　

流
行
語
を
横
目
で
見
て
、
現
場

を
見
る
。
今
年
は
も
う
納
め
つ
つ
（
笑
）、

2
0
2
3
年
も
ト
レ
ン
ド
を
見
な
が
ら
現

場
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
、
フ
ィ
ッ
ト

す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
林　

本
企
画
は
、
5
年
後
、
10
年
後
に
、

あ
の
時
こ
う
い
う
議
論
が
あ
っ
た
と
振
り

返
り
つ
つ
、
今
後
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

な
い
も
の
。
例
え

義
の
レ
ガて

流
行
流流

日
本
企
業
に
お
け
る

テ
レ
ワ
ー
ク
普
及
の
経
緯

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
定
義
を
、
日
本

で
は
総
務
省
が
次
の
よ
う
に
明
示
し
て

い
る
。「
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）
を

利
用
し
、
時
間
や
場
所
を
有
効
に
活
用

で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
」。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
に
よ
り
急

速
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
ま
だ

定
着
し
て
い
る
段
階
と
は
い
え
な
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
は
、
過
去
約
40

年
の
過
程
で
景
気
変
動
に
影
響
を
受
け

な
が
ら
前
進
と
後
退
を
繰
り
返
し
、
今

日
に
至
る
。
な
ぜ
な
ら
、
景
気
の
浮
沈

に
よ
る
労
働
の
需
給
関
係
が
反
映
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
企
業
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入

さ
れ
た
の
は
、日
本
電
気（
N
E
C
）が
、

1
9
8
4
年
に
吉
祥
寺
エ
リ
ア
に
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
る
。そ
の
後
は
、バ
ブ
ル
経

済
に
よ
る
売
り
手
市
場
を
背
景
に
、
高

騰
す
る
都
心
の
土
地
を
避
け
て
、郊
外
で

従
業
員
が
働
き
な
が
ら
育
児
や
介
護
を

で
き
る
環
境
を
設
け
る
こ
と
で
、人
材

を
確
保
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊

と
と
も
に
テ
レ
ワ
ー
ク

ブ
ー
ム
も
後
退
。1
9
9
0

年
代
後
半
に
は
、
当
時
の

通
産
省
や
労
働
省
に
よ
る

政
府
主
導
で
テ
レ
ワ
ー
ク

改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
っ

た
。
2
0
0
0
年
代
か
ら

は
、
特
別
融
資
や
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
設
立
に
よ
っ
て
、
全
国

規
模
で
普
及
し
て
い
く
か
と
思
わ
れ
た

が
、
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
再
び
後
退
す
る
。

そ
の
後
は
厚
生
労
働
省
の
「
働
き
方

改
革
」
を
皮
切
り
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実

施
企
業
が
増
加
。
2
0
2
0
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

一
気
に
導
入
が
進
ん
だ
。
ウ
ェ
ブ
会
議

ツ
ー
ル
が
普
及
を
後
押
し
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
企
業
と

働
く
個
人
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ

2
0
2
0
年
3
月
か
ら
パ
ー
ソ
ル
総

合
研
究
所
が
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

調
査（
※
1
）
に
よ
る
と
、正
社
員
の
テ

レ
ワ
ー
ク
実
施
率
は
2
0
2
2
年
7
月

時
点
で
25・6
%
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ

「
第
1
波
」
以
降
、
30
％
は
超
え
て
い
な

い
。
ま
た
、企
業
側
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を

推
奨・
命
令
す
る
割
合
は
2
0
2
2
年

7
月
で
33・3
%
と
、
2
0
2
0
年
4

月
以
降
で
最
低
の
数
値
と
な
っ
た
。
一

方
、
従
業
員
側
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施

者
に
よ
る
継
続
意
向
は
、
80・9
%
と

過
去
最
高
と
な
り
、
両
者
の
姿
勢
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ
る
。
企
業
が
強
く

推
進
し
な
い
限
り
、
周
囲
の
出
社
な
ど

同
調
圧
力
に
影
響
さ
れ
、
さ
ら
な
る
普

及
は
見
込
ま
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

な
い
理
由
の
1
位
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
で

行
え
る
業
務
で
は
な
い
」
で
44・3
%

だ
っ
た
。
ま
た
、
出
社
時
の
生
産
性
を

「
1
0
0
」
と
し
た
場
合
の
、
テ
レ
ワ
ー

ク
時
の
主
観
的
生
産
性
を
聞
く
と
、
平

均
で
89・6
%
に
と
ど
ま
る
。
働
く
環

境
の
柔
軟
性
と
仕
事
の
生
産
性
の
ト

レ
ー
ド
オ
フ
が
解
消
し
な
い
限
り
、
未

曾
有
の
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
て

も
、
過
去
の
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

今
後
、
企
業
と
し
て
は
、
自
社
に

お
け
る
「
働
き
方
」
の
ポ
リ
シ
ー
を
明

確
に
定
め
た
上
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
自
社
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
、

柔
軟
性
と
生
産
性
を
考
慮
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

テレワーク、継続するかどうするか
まずは「働き方」ポリシーの明確化を

《
テ
レ
ワ
ー
ク
》

パーソル総合研究所が選んだ

※
1
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所「
第
七
回・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
」

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/
data/telew

ork-survey7.htm
l
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《
D
X
人
材
》

人
的
資
本
経
営
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み

2
0
2
2
年
は
「
人
的
資
本
経
営

元
年
」
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
正
確
に

は
「
人
的
資
本
情
報
《
開
示
》
元
年
」

が
、
そ
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
人
的
資
本
経
営
そ
の
も
の
は
、
海

外
で
は
1
9
9
0
年
代
頃
か
ら
知
的
資

本
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
そ
の
中
に

人
的
資
本
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
国

レ
ベ
ル
で
実
践
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド

は
知
的
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
議
論
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

日
本
に
お
い
て
も
、
人
的
資
本
経
営

の
源
流
は
1
9
8
7
年
に
一
橋
大
学
の

伊
丹
敬
之
教
授（
当
時
）
が
著
し
た『
人

本
主
義
企
業
』
に
見
ら
れ
る
。
人
本
主

義
は
、
欧
米
に
お
け
る
株
主
を
主
権
者

と
す
る
「
資
本
主
義
企
業
」
と
の
対
立

概
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
従
業
員

を
主
権
者
と
す
る
人
本
主
義
企
業
が
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
主
役

で
あ
り
、
世
界
に
誇
る
競
争
力
の
源
泉

で
あ
る
と
い
う
言
説
は
、
当
時
す
で
に

海
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
経

済
成
長
の
停
滞
が
続
い
た
「
失
わ
れ
た

30
年
」
の
間
に
人
本
主
義
企
業
は
鳴
り

を
潜
め
、
経
営
者
は
設
備
な
ど
短
期
的

な
投
資
や
内
部
留
保
に
走
り
、
人
的
資

本
へ
の
投
資
を
怠
っ
て
き
た
。
G
D
P

に
お
け
る
能
力
開
発
費
の
比
率
は
、
厚

生
労
働
省
の「
平
成
30
年
版
労
働
経
済

の
分
析
」（
※
4
）
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ

の
2・08
％
に
対
し
て
日
本
は
0・
10
％

（
2
0
1
0
〜
2
0
1
4
年
）
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
と
比
較
し
て
も
低
く
、
経

年
的
に
も
低
下
し
て
い
る
。

人
的
資
本
経
営
に
関
す
る

近
年
の
国
内
に
お
け
る
動
き

よ
う
や
く
政
官
が
動
き
は
じ
め
た

の
が
、
2
0
1
4
年
に
経
済
産
業
省
内

に
設
置
さ
れ
た
「
持
続
的
成
長
へ
の
競

争
力
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
〜
企
業
と
投

資
家
の
望
ま
し
い
関
係
構
築
〜
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
終
報
告
書
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
伊

藤
レ
ポ
ー
ト
」
が
公
表
さ
れ
た
。
さ
ら

に
そ
の
後
、「
持
続
的
な
企
業
価
値
の

向
上
と
人
的
資
本
に
関
す
る
研
究
会

（
2
0
2
0
年
）」
と
「
人
的
資
本
経
営

材
戦
略
の
連
動
」
の
主
要
な
連
結
ピ
ン

の
ひ
と
つ
が
D
X
人
材
で
あ
る
。

一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両

面
が
分
か
る
人
材
は
、
社
内
に
限
ら
ず

労
働
市
場
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
少
な

い
。
あ
る
い
は
人
材
が
い
た
と
し
て
も
、

熾
烈
な
獲
得
競
争
だ
。
総
務
省
の
「
情

報
通
信
白
書
」（
2
0
2
2
年
）（
※
2
）

に
よ
る
と
、
日
本
企
業
の
67・6
％
が

D
X
に
お
け
る
「
人
材
不
足
」
と
回

答
し
た
。
中
国
は
56・1
%
、
ド
イ
ツ

は
50・8
%
、
ア
メ
リ
カ
は
26・9
%
で
、

日
本
の
不
足
感
が
際
立
っ
て
い
る
。

外
部
採
用
か
ら
内
部
育
成
へ

舵
を
切
っ
た
2
0
2
2
年

そ
ん
な
現
状
に
各
社
が
、
本
格
的
な

D
X
人
材
の
育
成
に
走
り
出
し
た
の
が

2
0
2
2
年
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
菱

商
事
は
経
営
陣
や
海
外
出
向
者
を
含
む

全
社
員
の
約
5
、6
0
0
人
に
対
し
て
、

研
修
制
度
を
7
月
に
導
入
。
計
約
70
時

間
分
の
16
講
座
を
用
意
し
た
。
需
給
予

測
に
よ
る
食
品
の
生
産
・
加
工
・
販
売

の
最
適
化
や
、
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
に
よ
る
鉱
山
操
業
の
最
適
化
を
想
定

す
る
な
ど
、
幅
広
い
事
業
の
生
産
性
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
一
人

ひ
と
り
に
D
X
の
基
礎
知
識
が
な
け
れ

ば
競
争
に
勝
ち
抜
け
な
い
と
判
断
し
、

こ
れ
ま
で
外
部
に
委
託
し
て
い
た
D
X

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
（
2
0
2
2

年
）」
に
て
、「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」

が
公
表
さ
れ
た
。
経
済
産
業
省
が
人
的

資
本
経
営
を
推
進
し
て
い
く
目
的
は
、

人
的
資
本
経
営
が
「《
人
》
と
い
う
無

形
資
産
へ
の
投
資
と
そ
の
情
報
開
示
を

前
向
き
に
行
っ
て
い
る
企
業
に
資
金
が

集
ま
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
企
業
競
争

力
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
る
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
2
0
2
1
年
に
発
足
し
た

岸
田
内
閣
の
看
板
政
策
で
あ
る
「
新
し

い
資
本
主
義
」
に
よ
っ
て
、「
人
へ
の

投
資
」
が
示
さ
れ
、
人
的
資
本
経
営
に

対
す
る
具
体
的
な
施
策
へ
と
展
開
さ
れ

て
い
っ
た
。
人
的
資
本
を
含
む
非
財
務

情
報
の
開
示
に
投
資
家
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
2
0
2
2
年
8
月
に
内
閣
官
房

か
ら
「
人
的
資
本
可
視
化
指
針
」
が
公

表
さ
れ
た
。
開
示
項
目
や
方
法
に
つ
い

て
、
海
外
で
は
す
で
に
I
S
O（
※
5
）

3
0
4
1
4
、
S
E
C
（
※
6
）
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
や
指
針
が
乱
立
し

て
い
る
。
政
府
の
指
針
は
こ
れ
ら
を
整

理
し
て
、
人
的
資
本
に
関
し
て
日
本
企

業
と
し
て
開
示
が
望
ま
し
い
項
目
を
具

体
例
で
挙
げ
な
が
ら
提
示
し
た
。
企
業

業
務
を
社
内
人
材
で
内
製
化
し
、
デ
ジ

タ
ル
事
業
の
提
案
力
を
底
上
げ
す
る
考

え
だ
。
ま
た
、
住
友
化
学
は
D
X
人
材

を
2
倍
に
増
や
し
、
開
発
競
争
の
激
化

に
対
応
す
る
な
ど
、
業
種
や
職
種
の
違

い
に
関
係
な
く
各
社
が
育
成
に
力
を
込

め
る
。

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
自
治

体
も
動
き
出
し
て
い
る
。
石
川
県
加
賀

市
は
金
沢
工
業
大
学
が
提
供
す
る
社
会

人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
職

員
に
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
や
人
工

知
能
な
ど
先
端
技
術
の
利
活
用
の
方
法

を
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
さ
せ

て
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
す
る
と

2
0
2
2
年
8
月
に
発
表
し
た
。

岸
田
総
理
大
臣
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

の
支
援
に
5
年
間
で
1
兆
円
を
投
じ
る

と
2
0
2
2
年
10
月
に
表
明
。
し
か
し
、

「
学
び
直
し
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
今

後
も
学
び
直
し
を
し
た
い
と
は
思
わ
な

い
」
人
が
、
約
半
数
に
上
る
こ
と
も
内

閣
府
の
世
論
調
査
（
※
3
）
で
分
か
っ

て
い
る
。
D
X
人
材
の
創
出
は
、
企
業

に
よ
る
人
材
投
資
と
、
個
人
に
よ
る
リ

ス
キ
リ
ン
グ
が
噛
み
合
っ
て
こ
そ
実
現

す
る
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
元
年
と
も
い
え

る
2
0
2
2
年
。
先
の
道
の
り
は
、
ま

だ
遠
い
。

《
人
的
資
本
経
営
》

D
X
人
材
は
な
ぜ
必
要
か

「
D
X
（
デ
ジ
タ
ル・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
人
材
」
は
、
従
来
I
T

人
材
と
呼
ば
れ
た
人
材
と
何
が
違
う
の

か
。
経
済
産
業
省
が
2
0
1
8
年
に
公

表
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
D
X
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）」
で
は
、
D
X
人
材
を
「
D
X
推

進
部
門
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
活
用
に
精
通
し
た
人
材
」、
あ

る
い
は「
事
業
部
門
に
お
い
て
、業
務
内

容
に
精
通
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
で
何
が

で
き
る
か
を
理
解
し
、
D
X
の
取
り
組

み
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
、
そ
の
実
行
を

担
っ
て
い
く
人
材
」
と
定
義
し
て
い
る
。

つ
ま
り
D
X
人
材
と
は
、
単
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
活
用
に
関
し
て
精
通

し
た
I
T
分
野
の
人
材
だ
け
で
は
な
く
、

D
X
推
進
部
門
以
外
の
事
業
部
門
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
側
面
か
ら
デ
ジ
タ
ル
を
理

解
し
、
D
X
を
進
め
て
い
く
人
材
も
含

ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

D
X
人
材
を
重
視
す
る
直
接
的
な

背
景
に
は
、「
2
0
2
5
年
の
崖
」
と

い
わ
れ
る
危
機
感
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま

D
X
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
2
0
2
5
年

以
降
、
最
大
で
年
間
12
兆
円
の
経
済
損

失
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
試

算
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
一

部
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
け
で
は
超
え

ら
れ
な
い
崖
を
、
対
象
を
広
げ
て
総
力

で
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
人

的
資
本
が
、
D
X
人
材
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
D
X
人
材
の
必
要
性
は

2
0
2
5
年
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
の
競
争
優
位

性
は
、
D
X
抜
き
で
は
成
り
立
た
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
経
営
戦
略
の

根
幹
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
経
営
戦
略
を
実
現
さ
せ
る
実
行
部

隊
の
中
核
を
担
う
の
が
D
X
人
材
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
人
的
資
本
経
営
の
文

脈
で
い
え
ば
、「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー

ト
」
が
提
唱
す
る
、「
経
営
戦
略
と
人

企業の競争優位性に不可欠となるDX人材
社内育成／リスキリングの進展に期待

古くて新しい人的資本経営
今、必要なのは日本独自の人を生かす経営

人事トレンドワード解説
パーソル総合研究所が選んだ

※
2
総
務
省「
情
報
通
信
白
書
令
和
4
年
版
」

※
3
内
閣
府「
生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査（
令
和
4
年
）」

は
必
ず
し
も
す
べ
て
を
開
示
す
る
必
要

は
な
い
。

人
的
資
本
情
報
の
開
示
に
関
し
て
企

業
側
も
、
項
目
の
選
定
や
表
示
方
法
な

ど
模
索
の
段
階
に
あ
る
。
2
0
2
2
年

は
開
示
元
年
で
あ
っ
て
も
人
的
資
本
経

営
そ
の
も
の
は
元
年
で
は
な
い
。
温
故

知
新
に
倣
っ
て
、
日
本
企
業
が
蓄
積
し

て
き
た
、
他
国
に
は
な
い
人
的
資
本
を

生
か
し
た
経
営
の
実
践
が
望
ま
れ
る
。

※
4
厚
生
労
働
省「
平
成
30
年
版
労
働
経
済
の
分
析
|
働
き
方

の
多
様
化
に
応
じ
た
人
材
育
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
|
」

※
5
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）

※
6
S
E
C（
米
国
証
券
取
引
委
員
会
）

3大人
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上
か
ら
の
「
強
制
」
で
は

ど
ん
な
施
策
も
成
功
し
な
い

「
多
様
性
を
生
か
す
」
と
い
う
と
会
社
側

か
ら
の
活
用
視
点
で
す
が
、
で
は
「
生
か
さ

れ
る
個
人
」
は
果
た
し
て
生
か
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
そ

う
で
は
な
い
こ
と
が
多
く
、
企
業
側
の
「
片

思
い
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
リ
ー
ダ
ー
が
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
と
こ
ろ

で
「
生
か
さ
れ
よ
う
と
す
る
個
人
」
が
少
な

け
れ
ば
効
果
は
出
ま
せ
ん
。

近
年
、「
心
理
的
安
全
性
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
環
境
を
確
保
し
た

「
人
事
界
で
の
大
き
な
前
提
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
」
と
話
す
古
森
氏
。
そ
の
上
で
企
業

施
策
を
成
功
に
結
び
つ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

《
個
の
覚
醒
》
と
表
現
し
ま
す
。
現
在
の

問
題
は
何
な
の
か
、
解
決
策
と
と
も
に
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
層
の
負
担
が
限
界
に

個
人
レ
ベ
ル
の
責
任
に
着
目

私
は
日
々
、
現
役
経
営
者
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
リ
ー
ダ
ー
と
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
、
両
者
に
触
れ
る
中
で
私
が
感
じ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
人
事
界
が
掲
げ
て

き
た
大
き
な
前
提
が
変
わ
り
か
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
経
営
の
大
事
な
部
分
、
軸
足

は
「
会
社
側
の
責
任
」
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
経
営
戦
略
に
沿
っ
て
人
事
施
策
が
あ
る

わ
け
で
、
そ
の
人
事
施
策
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
と
、
各
リ
ー
ダ
ー
層
の
動
き
は
非
常
に
重

要
で
す
。
広
い
意
味
で
会
社
側
が
重
要
な
責

任
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
近
年
の
現
場
を
見
て
い
る
と

「
リ
ー
ダ
ー
側
に
あ
る
種
の
限
界
が
き
て
い

る
」
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

施
策
が
思
っ
た
よ
う
に
進
ま
な
い
と
、

ト
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
が
問
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
私
は
「
個
人
の
力
」
も
問
わ

だ
け
で
、
積
極
的
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
ジ
ョ
ブ
型
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
会
社
と
し
て
ジ
ョ
ブ
を
定
義
し
、
ジ
ョ

ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
整
備
し
、
そ
れ

に
ひ
も
づ
く
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
基
づ
い
た

給
与
体
系
を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
人
を

入
れ
替
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
個
人
側

が
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
ス
キ
ル
を
自
分
で
身

に
つ
け
、
新
し
い
ジ
ョ
ブ
を
目
指
し
て
く

れ
な
け
れ
ば
、
会
社
が
ど
ん
な
に
ジ
ョ
ブ

型
に
力
を
入
れ
て
も
、そ
れ
は
「
強
制
異
動
」

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
個
々
に
努
力
す
る
責
任
が

足
り
な
け
れ
ば
、
会
社
の
対
応
が
不
十
分
な

印
象
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

Ｄ
＆
Ｉ
も
ジ
ョ
ブ
型
も
会
社
側
だ
け
の

責
任
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
キ
ャ
リ
ア
自
律
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え

ま
す
。
個
人
が
ど
ん
な
人
生
観
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、
施
策
は

意
味
を
成
し
ま
せ
ん
。

主
体
者
に
な
り
き
れ
な
い
社
員

《
個
の
覚
醒
》
が
必
要

こ
の
よ
う
に
分
野
は
違
え
ど
も
、
個
人

側
の
成
熟
度
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
（
心
身
の
準

備
性
）
の
不
足
が
課
題
の
根
底
に
あ
り
ま

す
。
リ
ー
ダ
ー
側
の
思
い
が
届
か
ず
に
孤
独

感
が
募
り
、
現
場
で
は
こ
れ
以
上
経
営
側

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
企

業
と
し
て
施
策
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、「
経

済
価
値
」
を
生
み
な
が
ら
「
社
会
的
価
値
」

も
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
Ｄ
＆
Ｉ
で
は
単
純
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ

ア
ス
を
な
く
す
だ
け
で
は
経
済
的
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
低
限
の

差
別
的
要
素
を
除
外
し
た
上
で
、
バ
イ
ア

ス
と
関
係
な
く
「
い
い
個
人
が
出
て
く
る
」

こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
側
に
個
性
を
生
か

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
社
員

の
側
か
ら
な
か
な
か
個
性
が
出
て
こ
な
い

の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
パ
ー
パ

ス
経
営
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。「
心
が
前

を
向
く
」
こ
と
が
パ
ー
パ
ス
の
力
。
必
ず
し

も
会
社
と
個
人
の
パ
ー
パ
ス
が
1
0
0
％

一
致
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
が

重
な
る
と
個
人
も
頑
張
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
個
人
と
企

業
の
パ
ー
パ
ス
に
一
致
し
得
る
部
分
が
あ

る
の
か
ど
う
か
で
す
が
、
そ
も
そ
も
個
人
に

意
志
や
生
き
方
（
パ
ー
パ
ス
）
が
な
け
れ

ば
擦
り
合
わ
せ
も
で
き
ず
、
そ
れ
で
は
パ
ー

パ
ス
経
営
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
人
事
施
策
の
軸
足
を
会
社
側

に
置
い
た
上
で
、
場
を
つ
く
る
責
任
と
い
う

ス
テ
ー
ジ
は
会
社
側
に
残
り
ま
す
が
、
加
え

て
「
個
人
の
責
任
」
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

き
て
い
る
の
で
す
。

か
ら
プ
ッ
シ
ュ
し
て
も
仕
方
が
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

企
業
が
施
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
《
個

の
覚
醒
》
が
必
要
な
の
で
す
。

企
業
は
完
全
な
民
主
主
義
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
以
前
に
比
べ
る
と
個
人
の
尊
厳

の
重
視
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
な
ど
、
民
主

的
要
素
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
近

年
の
企
業
に
は
、
日
本
の
「
政
治
と
国
民
」

の
関
係
と
似
た
構
造
が
見
ら
れ
ま
す
。
自
ら

成
長
に
向
け
て
行
動
し
な
い
の
に
、
会
社
の

や
り
方
に
不
満
だ
け
主
張
す
る
社
員
は
、
投

票
に
行
か
ず
し
て
、
自
身
の
立
場
か
ら
見
え

る
範
囲
だ
け
で
政
策
の
良
し
悪
し
を
判
断

し
、
批
判
す
る
国
民
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
個

人
が
国
に
対
し
て
も
会
社
に
対
し
て
も
「
主

体
者
」
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
所
属
す
る
会
社
へ
「
貢
献
す
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
す
。
Ｄ
＆
Ｉ
経
営
で
は
、「
リ
ー
ダ
ー

（
会
社
側
）」
と
「
個
（
雇
わ
れ
る
側
）」
に

加
え
、す
べ
て
の
社
員
が
持
つ
べ
き「
A
L
L

（
会
社
へ
の
貢
献
意
識
）」
が
ベ
ー
ス
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
「
A
L
L
」
が
な
い
ま
ま
、

「
個
」
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
そ

の
組
織
に
雇
わ
れ
る
こ
と
を
選
ん
で
い
る

以
上
、
会
社
が
目
指
す
目
的
達
成
へ
の
貢
献

を
大
前
提
と
し
て
、
個
は
学
び
、
リ
ス
ク
を

と
っ
て
考
え
を
発
言
し
、
価
値
提
供
す
る
責

務
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
の
意
識
を
変
え
て
い
く

日
常
的
な
き
っ
か
け
づ
く
り
を

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
人
事
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
変
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。《
個

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
》、
つ
ま
り
従
来
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
加
え
、
そ
れ
と
は
違
っ
た
手
法

で
、
一
般
社
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
始
め
る

の
で
す
。

社
員
の
中
に
は
、
必
ず
少
し
話
せ
ば
変

わ
ろ
う
と
す
る
人
が
い
ま
す
。
人
事
の
役
割

は
、
ま
さ
に
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
、
変
化

の
波
を
広
げ
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
は
会
社
全
員
で
成
し
遂
げ
て

い
く
も
の
で
す
か
ら
、そ
の
推
進
の
《
空
気
》

を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研
修
で
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
社
員
に
対
し
て
「
あ
な
た
の
パ
ー

パ
ス
は
何
で
す
か
？
」「
こ
の
会
社
の
こ
と

が
好
き
で
す
か
？
」
と
大
真
面
目
に
問
う
時

間
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。
年
に
一
度
の

盛
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
デ
ー
で
伝
え
る
の
で
は

な
く
、
一
日
15
秒
で
構
わ
な
い
の
で
頻
繁
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
す
。
夫
婦
で
も
日
常

的
に
愛
を
伝
え
、
相
手
の
愛
情
を
確
認
す
る

ほ
う
が
う
ま
く
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
人

事
も
日
々
、
社
員
に
会
社
へ
の
愛
を
確
か
め

れ
ば
い
い
の
で
す
。
日
常
的
に
き
っ
か
け
を

提
供
し
、
個
の
覚
醒
を
促
す
こ
と
が
企
業
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

組織・人材コンサルティングを行う専門家や、企業の人事担当の方々に、
2022年を振り返り、また2023年を見通す中で注目しているHRキーワードを伺いました。

〔PROFILE〕日本生命保険相互会社、マッキンゼー・アンド・カンパニー、マーサーを経て2014年に株式会社CORESCO創立。組織人事分
野を中心とした経営者向け相談のほか、リーダー人財開発やD&I経営、人間と社会への深い洞察を生かした商品開発支援などに強みを持つ。

株式会社CORESCO  代表取締役  古森 剛氏

6人のキーパーソンが注目する2022年～2023年の人事の方向性とは

識者・人事担当者に聞いた
「HRキーワード」

目覚めよ！個人
施策成功のカギは個々の主体性にあり

「個の覚醒」
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「全国採用」
「タレントアクイジション」

「創造性」

組
織
・
人
事
と
「
心
理
学
」
を
ク
ロ
ス
さ
せ

た
独
自
の
手
法
で
採
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
曽
和
氏
。
少
子
化
と
コ
ロ
ナ
禍
後
の

オ
ン
ラ
イ
ン
進
展
で
注
目
し
て
い
る
、
３
つ

の
事
象
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
全
国
採
用

地
方
に
人
材
を
呼
ぶ
チ
ャ
ン
ス

コ
ロ
ナ
禍
で
面
接
や
会
社
説
明
会
な
ど
、

採
用
活
動
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が
浸
透
す
る

中
、
今
後
は
《
全
国
採
用
》
が
ト
レ
ン
ド
に

な
っ
て
く
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
方
移
住
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
転
職

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
の

東
京
一
極
集
中
は
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、

例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
は
、
ハ
ッ
カ
ソ

ン
の
開
催
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
向
け
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
賛
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活

動
を
す
る
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
人
気
が
高
い

企
業
の
中
に
、
Ｉ
Ｔ
大
手
企
業
と
並
ん
で
従

業
員
数
十
人
規
模
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業
で

は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す

る
テ
ッ
ク
ブ
ロ
グ
を
書
く
な
ど
し
て
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
オ

ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
採
用
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
す
る
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
リ

ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
新
卒
者
は
も
ち
ろ
ん

転
職
の
潜
在
層
に
も
働
き
か
け
ら
れ
る
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
採
用
後
」
に
つ
い
て
は
、
選
考
活
動
で

採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
人
や
一
度
入
社
し

て
辞
め
た
人
（
ア
ル
ム
ナ
イ
）
も
プ
ー
ル
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
に
登
録
し
て
も
ら
っ
て
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
し
た
り
、
自
社
の
ス
カ
ウ
ト
メ

デ
ィ
ア
に
キ
ャ
リ
ア
を
登
録
し
て
も
ら
っ

た
り
、
プ
ー
ル
す
る
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
求
人
倍
率
が
高
い
Ｉ
Ｔ
企
業
が
先
行
し

て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
業
種
で
も
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

一
度
で
も
接
点
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
、

い
か
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
性
化
さ
せ
る

か
。
こ
の
点
が
、ア
ク
イ
ジ
シ
ョ
ン
（
獲
得
）

と
い
う
能
動
的
な
言
葉
に
表
れ
て
い
ま
す
。

む
し
ろ
進
ん
で
い
ま
す
。
現
状
、
全
国
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
採
用
の
手
を
伸
ば
し
て
い

る
企
業
は
限
定
的
で
、
全
国
展
開
す
る
企

業
で
も
採
用
拠
点
は
東
京
・
大
阪
に
絞
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か

し
、
東
京
の
有
効
求
人
倍
率
は
全
国
で
も

中
位
よ
り
や
や
高
く
、
決
し
て
採
用
し
や

す
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
、
転
勤
が
退
職
の
動
機
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
東
京
・
大
阪
で
採
用
し
た

人
材
が
地
方
配
属
を
理
由
に
辞
め
て
し
ま

い
か
ね
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
全
国
採
用

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
気
付
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
採
用
を
導
入
し
て
い
る
東
京
の
企
業
も

存
在
し
、
以
前
は
2
割
程
度
だ
っ
た
地
方
採

用
を
現
在
で
は
半
数
以
上
に
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
中
心
に
、
学
生

数
の
多
い
関
西
に
事
業
拠
点
を
設
け
て
採

用
・
配
属
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

採
用
活
動
を
展
開
す
る
企
業
も
あ
れ
ば
、
こ

こ
へ
き
て
オ
フ
ラ
イ
ン
採
用
を
復
活
さ
せ

る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
企
業
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
は
精
度
が
下
が
る
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
数
値
化
し
て
分
析
す
る
と

ジ
ャ
ッ
ジ
の
精
度
が
上
が
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
非
言
語
の
バ
イ
ア
ス

を
か
け
ず
に
発
言
に
集
中
で
き
る
た
め
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
の
い
い
と

組
織
の
「
創
造
性
」の
維
持
は

人
事
の
意
識
が
カ
ギ
と
な
る

最
後
に
、
新
し
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
」
に
人
事
が

再
認
識
す
べ
き
も
の
と
し
て
《
創
造
性
》
を

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

良
い
面
で
は
働
き
方
改
革
が
進
み
ま
し
た

が
、
そ
の
半
面
で
コ
ロ
ナ
鬱
の
よ
う
な
メ
ン

タ
ル
の
問
題
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
の
低
下
、
転
職
の
増
加
な
ど
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
今
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
継
続
し
な
が
ら
、
育
成
や
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
企
業

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
あ
ま
り
話
題
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
創
造
性
の
問
題
は
深
刻
で
す
。
野
中

郁
次
郎
先
生
の
S
E
C
I
（
セ
キ
）
モ
デ

ル
に
よ
る
と
、個
人
が
持
つ
知
識
（
暗
黙
知
）

を
形
式
化
し
て
組
織
全
体
で
共
有
し
、
そ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
ま
た
新
た
な

知
識
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の

職
場
で
は
、
知
識
の
共
有
の
た
め
に
暗
黙
知

を
言
語
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
誰
も

が
そ
れ
を
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暗
黙
知
と
暗
黙
知
の
リ
ン
ク
の
欠
如
は
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
組
織
は
と
も
か
く
、
創

造
性
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
組
織
に
は
気

づ
か
れ
ざ
る
死
活
問
題
で
す
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の

採
用
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
地
方
の
中
小
企

業
ほ
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
を
止
め
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
希
望
者
が
増
え
て
い

る
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
で
す
。

潜
在
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

タ
レ
ン
ト
ア
ク
イ
ジ
シ
ョ
ン

《
タ
レ
ン
ト
ア
ク
イ
ジ
シ
ョ
ン
》
は
近
年
、

人
事
界
隈
で
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ド
で

す
。「
優
秀
な
人
材
の
獲
得
」
と
い
う
意
味

の
言
葉
で
、
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
（
採
用
）

と
対
比
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
顕
在
層
に
対
し
て
広
告
や
ス
カ
ウ

ト
を
打
つ
な
ど
し
て
働
き
か
け
、
応
募
し
て

き
た
人
に
対
し
て
選
考
を
し
、
内
定
を
出
し

て
入
社
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
を
指
し

ま
す
。
対
し
て
、
タ
レ
ン
ト
ア
ク
イ
ジ
シ
ョ

ン
で
は
、
採
用
の
「
前
」
と
「
後
」
も
含
め

た
広
範
な
活
動
を
含
み
ま
す
。

ま
ず
、「
採
用
前
」
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
少
子
化
を
背
景

と
し
た
構
造
的
な
人
手
不
足
の
現
代
に
お

い
て
は
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
て
日
々

潜
在
層
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。
採
用
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
企
業
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
近
し
い
も
の
で
す
が
目
的

が
違
う
た
め
、
ど
う
す
み
わ
け
て
い
く
か
が

メ
デ
ィ
ア
の
選
択
も
含
め
た
テ
ー
マ
に
な

り
ま
す
。

て
情
報
が
流
通
し
、
知
識
と
知
識
が
結
合
し

て
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、

組
織
に
対
し
て
自
己
有
用
感
を
得
る
ま
で
に

は
、
自
己
受
容
感
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
組
織
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
感
じ
て
（
自
己
受
容
感
）

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
高
ま
り
、
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
や
貢
献
欲
求
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

創
造
性
を
創
出
・
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
出
社
を
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
オ
フ
ィ
ス

を
改
装
し
た
り
、
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
視
す
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
「
場
づ
く
り
」
に
は
、
人
事
の
働
き

か
け
や
意
識
変
革
が
不
可
欠
で
す
。
社
員
一

人
ひ
と
り
の
創
造
性
を
ど
う
す
れ
ば
高
め

て
い
け
る
の
か
、
人
事
の
皆
様
が
改
め
て
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
3
つ
の
ワ
ー
ド
を
挙
げ
ま
し

た
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
進
展
」
と
「
人
手

不
足
」
と
い
う
側
面
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

人
事
や
採
用
に
Ｄ
Ｘ
が
浸
透
し
て
、
誰
も
が

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
で
き
、
企
業
総
出
で
人

を
採
り
に
い
く
総
力
戦
の
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
今
ま

で
以
上
に
戦
略
的
に
攻
め
る
人
事
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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積
水
ハ
ウ
ス
で
は
「『
わ
が
家
』
を
世
界
一

幸
せ
な
場
所
に
す
る
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
と
連
動
し
、
社
員
の
幸
せ
を
目
指

し
た
「
積
水
ハ
ウ
ス
を
世
界
一
幸
せ
な
会
社

に
す
る
」
人
財
戦
略
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

社
員
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
、
会
社
に
何

が
必
要
な
の
か
。
そ
の
カ
ギ
と
な
る
言
葉
を

伺
っ
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

組
織
文
化
と
は

最
近
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
人
的
資
本
」

で
す
が
、
人
的
資
本
に
投
資
し
、
人
を
育
て

て
い
こ
う
と
し
た
と
き
に
、
組
織
は
そ
の

育
っ
た
人
財
が
自
分
の
価
値
を
発
揮
で
き

る
風
土
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
私
の
造
語
な
の
で
す
が
、
今
後
は
組

織
の
文
化
を
ひ
と
つ
の
資
本
と
考
え
る
《
組

織
文
化
資
本
》
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
ま
す
。

例
え
ば
、
会
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
成
長
す
る
方
法
と
し
て
、
世
界

中
で
話
題
に
な
っ
て
い
る「
両
利
き
の
経
営
」

で
は
、
知
の
「
深
化
」
と
「
探
索
」
の
両
立

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
深
化
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
探
索

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い

こ
と
を
提
案
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
財
を

育
て
る
た
め
に
は
、
組
織
も
同
じ
よ
う
に
成

2
0
2
2
年
9
月
、
社
内
に
新
設
さ
れ
た

キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
室
の
室
長

に
就
任
し
た
林
氏
。
今
、《
キ
ャ
リ
ア
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
》
に
注
目
す
る
理
由
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
型
雇
用
制
度
の
限
界
か
ら

キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ

「
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を「
個
々

が
問
題
意
識
を
持
ち
、
学
び
、
働
く
こ
と
を

通
じ
て
、自
ら
の《
羅
針
盤
》
を
持
っ
て
キ
ャ

リ
ア
を
構
築
す
る
こ
と
」
と
定
義
す
る
な

ら
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
い

え
ま
す
。
今
よ
う
や
く
時
代
が
追
い
つ
い
て

き
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
上
げ
た
キ
ャ

リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
室
は
長
年
温

め
て
き
た
思
い
を
形
に
し
た
部
署
で
す
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
健
康
寿

命
も
延
び
、
定
年
後
も
20
〜
30
年
と
い
う
長

い
余
生
が
生
じ
て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
支
援
や
、
若
い
社
員
も
含

め
、
す
べ
て
の
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
持
て
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
当
支
援
室
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。

具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
面
談
を
中
心

に
、
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

の
企
画
運
営
、e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
自

己
研
鑽
の
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ト
ッ

プ
と
人
事
は
一
緒
に
な
っ
て
組
織
の
古
い

文
化
を
変
え
、
改
革
を
受
け
入
れ
る
土
壌
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
自
律
か
ら

社
員
の
成
長
、幸
せ
へ

当
社
で
は
、「『
わ
が
家
』
を
世
界
一
幸
せ

な
場
所
に
す
る
」
と
い
う
2
0
5
0
年
に

向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、「
積

水
ハ
ウ
ス
を
世
界
一
幸
せ
な
会
社
に
す
る
」

た
め
の
人
財
戦
略
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

柱
と
な
る
の
が
「
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
サ
ポ
ー
ト
」
で
あ
り
、
社
員
自
ら
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ

て
自
律
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
企
業
文

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
導
入
し
た

1
o
n
1
で
の
キ
ャ
リ
ア
面
談
で
は
、
上
司

に
は
部
下
が
行
っ
た
業
務
や
興
味
を
持
っ

て
い
る
仕
事
な
ど
部
下
の
話
を
聞
く
こ
と

に
徹
し
て
も
ら
い
、
部
下
に
は
振
り
返
り

の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
こ

と
で
部
下
は
自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
ま
た

そ
の
行
動
を
振
り
返
る
。「
振
り
返
り
」
と

「
行
動
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
自

律
を
し
て
成
長
し
、
そ
の
成
長
を
実
感
す
る

こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
る
の
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
面
談
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
キ
ャ

リ
ア
自
律
に
結
び
つ
け
る
の
は
難
し
い
か

ト
で
あ
る
室
員
が
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
雑

談
を
す
る
「
キ
ャ
リ
カ
フ
ェ
」
の
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
、
不
定
期
で
の
メ
ル
マ
ガ
配
信
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
年
功
序
列
で
終
身
雇
用
」
と
い
う
こ
れ

ま
で
の
日
本
型
の
雇
用
制
度
で
は
、
主
に
企

業
側
が
職
務
内
容
、
勤
務
地
、
労
働
時
間
を

決
め
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
企
業
側
に

依
存
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
不
確
実
性
や
不
透
明
さ
が

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
増
し
、
改
め
て
日
本
型

の
仕
組
み
の
限
界
を
感
じ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
の
達
成
に
も
不
可
欠

私
自
身
、最
初
か
ら
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
意
識
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
約
20
年
前

の
35
歳
の
時
に
転
機
が
あ
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
管
理
職
の
試
験
に
落
ち
て
子
会
社

に
出
向
に
な
る
と
同
時
に
、
同
僚
で
も
あ

る
夫
の
単
身
赴
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。
偶

然
重
な
っ
た
そ
の
異
動
を
「
会
社
は
私
に

退
職
を
促
し
て
い
る
」
と
受
け
止
め
、
と

て
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。

そ
の
際
、
キ
ャ
リ
ア
を
テ
ー
マ
と
し
た

社
内
勉
強
会
で
、
雇
わ
れ
る
能
力
で
あ
る

「
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
」
を
知
り
、
深

く
内
省
。「
こ
れ
ま
で
私
は
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
を
会
社
任
せ
に
し
、
自
分
で
は
何
も
考

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、誰
か
と
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
こ
と

に
興
味
を
持
っ
た
り
、
意
識
を
広
げ
た
り
す

る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
ま
す
。
上
司
や
人
事

が
で
き
る
の
は
、
こ
う
し
た
内
的
動
機
付
け

が
で
き
る
外
的
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ

と
。
こ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
面
談
の
仕
組
み
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
面
談
で

心
理
的
安
全
性
を
確
保

キ
ャ
リ
ア
面
談
は
、
部
下
が
上
司
に
何

で
も
話
せ
る
場
所
で
あ
り
、
心
理
的
安
全
性

を
築
く
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
上
司
を

中
心
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
心
理
的
安
全
性

の
確
保
さ
れ
た
心
地
よ
い
空
間
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
組
織

の
心
理
的
安
全
性
も
高
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
自
分
の
ア

イ
デ
ア
や
考
え
を
自
由
に
上
司
に
話
せ
る

よ
う
に
な
り
、
誰
も
が
自
分
の
上
司
に
提
案

し
て
い
け
れ
ば
、
最
終
的
に
は
組
織
の
ト
ッ

プ
、
つ
ま
り
社
長
に
届
き
ま
す
。
会
社
を
成

長
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
リ

ア
面
談
に
よ
っ
て
、
当
社
が
大
事
に
し
て

い
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
実
践
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
自
律

し
た
個
人
が
成
長
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き

る
組
織
文
化
も
実
現
し
て
い
け
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

え
て
こ
な
か
っ
た
。
自
分
の
中
に
軸
が
な

い
か
ら
会
社
の
異
動
に
翻
弄
さ
れ
る
の
だ
」

と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。
会
社

依
存
か
ら
脱
却
し
、「
自
分
は
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
の
C
E
O
だ
」
と
い
う
自
覚
（
キ
ャ

リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
持
つ
こ
と
が

重
要
だ
と
強
く
感
じ
た
経
験
で
し
た
。

そ
の
後
、
本
社
に
戻
り
、
2
0
0
8
年

に
は
女
性
活
躍
推
進
担
当
者
に
就
任
。
以

降
、
当
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
キ
ャ

リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
の
側
面
か
ら
も
、
と
て
も
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、2
0
2
1
年
に「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
、
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
D
E
＆
I
）
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
策

定
し
、
D
E
＆
I
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
D
E
＆
I
が
目
指
す
の
は
、
性
別

や
国
籍
な
ど
属
性
の
違
い
を
超
え
、
究
極
的

に
は
一
人
ひ
と
り
違
う
《
個
》
が
生
か
さ
れ
、

個
性
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、

重
要
に
な
る
の
が
、《
個
》
の
側
も
自
律
し

て
い
る
こ
と
。
自
身
の
《
羅
針
盤
》
を
持
っ

て
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
自
分

の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
室
か
ら
、
で
き
る
限
り
の

情
報
発
信
や
支
援
を
、
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改革を受け入れる企業風土が
チャレンジングな人財を育てる
積水ハウス株式会社  執行役員  人財開発部長  藤間 美樹氏

「組織文化資本」

〔PROFILE〕1985年神戸大学卒業後、藤沢薬品工業（現アステラス製薬）に入社。その後、バイエルメディカル、
武田薬品工業、参天製薬を経て、グローバルに通用する経営に資する戦略人事を探究。2020年積水ハウスに入社。
人と組織の活性化研究会「APO研」メンバー。

識者・人事担当者に聞いた

「HRキーワード」

キャリア自律を促し、個々の違いを
認めながら成長していける環境を
アサヒグループジャパン株式会社  キャリアオーナーシップ支援室 室長  林 雅子氏

「キャリアオーナーシップ」

〔PROFILE〕1991年アサヒビール入社。1998年東京支社業務部配属、2003年アサヒフィールドマーケティン
グ出向。2008年アサヒビール人事部キャリア開発・女性活躍推進担当部長、2010年人事部キャリア開発・ダ
イバーシティ推進担当部長、2022年9月より現職。

17 16vol.19  人事トレンドワード 2022-2023



自
動
車
産
業
は
1
0
0
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
デ
ン
ソ
ー

は
第
二
の
創
業
期
と
も
い
え
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
組
織
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
し
、

「
社
員
の
幸
せ
」
と
「
会
社
の
大
義
」
を
統

合
さ
せ
た
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
必

要
な
も
の
と
は
何
か
を
伺
い
ま
し
た
。

お
互
い
の
重
な
り
合
う
部
分
を

見
つ
け
て
、
育
て
て
い
く

当
社
は
こ
れ
ま
で
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
、
人
と
組
織
の
在
り
方

を
変
え
て
き
ま
し
た
。
2
0
3
0
年
に
向

け
た
長
期
方
針
「
地
球
に
、
社
会
に
、
す

べ
て
の
人
に
、
笑
顔
広
が
る
未
来
を
届
け

た
い
」
を
2
0
1
7
年
に
発
表
し
、
そ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
2
0
2
1
年
に
「
実

現
力
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
」
を
目

指
す
《
人
と
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
＆
ア
ク
シ
ョ

ンPRO
GRESS

》
を
定
め
、
社
員
の
幸

せ
と
会
社
の
大
義
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
「
社
員
の
幸
せ
」
と

「
会
社
の
大
義
」
の
間
に
は
矛
盾
が
生
じ
、

《
二
律
背
反
》
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
双
方
の
実
現
に
は
、
矛
盾
を
受
け
入

れ
、
互
い
の
重
な
る
部
分
を
見
い
だ
し
、
育

海
運
業
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
商
船
三
井
で
は
、
今
後
、
よ
り

多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
乗
り
出
し
て
い
く
と

い
い
ま
す
。
多
様
な
業
務
や
役
割
に
伴
う
人

材
の
多
様
性
の
促
進
、
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル

な
グ
ル
ー
プ
社
員
と
の
連
携
を
推
進
す
る
上

で
、
重
要
だ
と
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

多
様
性
の
推
進
に
は

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
が
必
要

近
年
、
組
織
を
取
り
巻
く
環
境
や
働
く

人
の
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、改
め
て
《
セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
》（
自

己
理
解
）
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
海
運
業
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

よ
り
多
様
な
人
材
が
必
要
と
な
り
、
会
社
は

そ
の
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る
組
織
づ

く
り
を
担
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
社
員
自
身
が
自
分
の
強
み
や

目
指
す
も
の
な
ど
内
面
を
認
識
し
、
か
つ
他

者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
止
め

て
自
己
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
、
会
社
と
社

員
の
自
律
的
な
関
係
は
築
け
な
い
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
考
え
た
と
き
、
本
人
の
学
び
と
内

省
に
加
え
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

て
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
会
社
と
社
員

の
相
互
努
力
で
二
律
背
反
と
共
生
し
、
一
歩

ず
つ
前
に
進
む
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

二
律
背
反
の
共
生
に

3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
取
り
組
む

人
事
に
お
い
て
は
、「
経
営
と
人
事
」「
事

業
と
人
事
」「
個
人
と
組
織
」「
職
場
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
人
事
」
な
ど
の
間
に
二
律
背
反
が

生
じ
が
ち
で
す
。
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
、
い

か
に
共
生
し
て
い
く
か
。
そ
こ
で
実
践
し
て

い
る
の
が
、「
目
的
の
共
有
」「
何
を
重
視
す

る
か
」「
重
な
り
を
見
い
だ
し
育
て
る
」
の

3
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

「
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
人
事
」
を
例
に

説
明
す
る
と
、
ま
ず
、
ど
ん
な
人
事
の
制
度

も
施
策
も
、
最
終
的
な
「
目
的
」
は
職
場
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
「
重
視
」
し
て
い
る
の
が
、「
職
場
V
S

人
事
」
の
関
係
か
ら「
職
場
の
た
め
の
人
事
」

に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

職
場
の
意
見
を
確
実
か
つ
早
期
に
取
り
込

む
こ
と
が

と
な
り
ま
す
。

重
層
的
な
議
論
を
重
ね
て

人
と
組
織
の
問
題
を
解
決
す
る

製
造
現
場
と
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
、
既
存

事
業
を
成
長
さ
せ
る
人
、
新
規
事
業
を
開
発

す
る
人
な
ど
、
職
場
や
社
員
ご
と
に
立
場
や

提
供
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
人
の
自

律
的
な
意
志
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

リ
カ
レ
ン
ト（
学
び
直
し
）で

キ
ャ
リ
ア
を
補
強

会
社
に
と
っ
て
、
人
材
は
最
も
大
事
な

資
本
で
す
。
最
近
は
D
X
化
に
備
え
る
人

材
育
成
な
ど
を
中
心
に
、《
リ
ス
キ
リ
ン
グ
》

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
よ
り
多
様
に
成
長
し
、
会
社
が

人
的
資
本
を
基
に
事
業
の
成
長
を
目
指
す

に
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め
直
し
た

り
、
そ
の
中
か
ら
見
い
だ
し
た
強
み
を
生
か

し
、
弱
み
を
補
強
す
る
た
め
の
、《
リ
カ
レ

ン
ト
》
こ
そ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
3
年
、
当
社
は
本
格
的

な
人
的
資
本
経
営
の
実
現
に
向
け
て
、
新
た

な
事
業
戦
略
に
連
動
し
た
人
材
戦
略
を
実

行
し
ま
す
。
会
社
全
体
の
大
き
な
取
り
組
み

で
す
が
、
社
員
個
人
も
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
自
分
の
成
長
や
キ
ャ
リ
ア
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
自
分
事
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の
価
値
観
・

行
動
規
範
と
し
て
「M

O
L
CH
A
RT
S

」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
海
図
の
意
味
を
持
つ

「CH
A
RT
S

」
に
6
つ
の
言
葉
の
頭
文
字

を
重
ね
合
わ
せ
て
お
り
、
中
で
も
A
と
は

価
値
観
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
二
律

背
反
が
生
じ
が
ち
な
状
況
の
中
で
、
重
な
り

合
い
を
見
つ
け
、
育
て
て
い
く
た
め
に
、
制

度
の
構
築
以
上
に
運
用
を
重
視
し
て
進
め

て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
各
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
人
事

担
当
責
任
者
を
配
置
し
て
お
り
、
今
ま
で

は
、
何
か
あ
れ
ば
人
事
が
人
事
担
当
責
任
者

に
個
別
相
談
す
る
と
い
う
関
係
で
し
た
。
制

度
を
改
定
・
展
開
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

職
場
で
価
値
が
生
ま
れ
る
姿
に
向
け
、「
毛

細
血
管
を
張
り
巡
ら
せ
る
よ
う
に
運
用
の

構
え
を
強
化
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

約
2
0
0
あ
る
部
門
の
人
事
担
当
責
任
者

や
管
理
職
等
の
代
表
者
と
人
事
と
で
「
人
事

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
形
成
し
ま
し
た
。
現
場

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
旬
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
こ
の
1
年
で
1
0
0
回
近
く
の
議

論
を
実
施
。「
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
人
事
」

と
の
間
で
重
層
的
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と

で
、
職
場
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

矛
盾
と
は
、
往
々
に
し
て
、
見
る
側
か

ら
は
正
解
で
あ
り
正
義
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
違
い
を
指
摘
し
合
う
前
に
目
的
を
共
有

し
、
そ
の
上
で
相
手
が
何
を
重
視
し
て
い
る

か
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
互
い
に
重
な
り

合
う
部
分
を
見
つ
け
、
意
味
を
見
い
だ
し
、

「
二
律
背
反
の
共
生
」
を
目
指
す
。
経
営
や

人
事
、
ま
た
社
会
に
お
い
て
も
共
通
す
る
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」（
自
律
自
責
）、

つ
ま
り
「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
律
自

責
で
物
事
に
取
り
組
も
う
」
と
い
う
も
の
。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
も
自
律
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
を

磨
き
、味
わ
っ
て
ほ
し
い

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
誰
に
も
奪
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
、自
分
だ
け
の
《
宝
石
》
だ
と
思
い

ま
す
。
磨
く
だ
け
で
は
な
く
、
頑
張
っ
た
こ

と
、
難
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
、
そ
の
か
け
が

え
の
な
さ
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
生
1
0
0
年
時
代
。

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
の
歩
み
方
が
あ
る
は
ず

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
信
じ
て
自
分

が
挑
戦
し
た
い
こ
と
や
数
年
後
の
自
分
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
上
司
や
仲
間
に
臆
せ
ず
、
周

囲
に
つ
ぶ
や
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
あ
り
た
い

姿
を
描
く
。
セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
高

め
、
時
に
内
省
や
学
び
を
深
め
て
修
正
し
、

ま
た
次
の
あ
り
た
い
姿
を
描
く
。
そ
ん
な
個

人
と
組
織
が
一
緒
に
な
っ
て
、
か
け
が
え
の

な
い
個
々
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
時
代
が
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

「社員の幸せ」と「会社の大義」
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わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ミ
ス
が
許

さ
れ
に
く
い
雰
囲
気
の
中
、
入
社
後
す
ぐ
に

成
果
を
求
め
ら
れ
が
ち
な
彼
ら
に
こ
そ
丁

寧
な
フ
ォ
ロ
ー
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
必
然
的
に
上
司
の
負
担

は
増
え
て
い
き
ま
す
。
近
年
の
中
間
管
理
職

は
疲
弊
し
、
若
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
憧
れ

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
日
本
の
将
来
は
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
い
か
に
上
に
立
つ
社
員
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
夢
の
あ
る
も
の
か
を
、
そ
の
姿
に
よ
っ

て
見
せ
ら
れ
る
か
、
重
要
な
課
題
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
中
途
採
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
加
え
て
、
管
理
職
教
育
の
充
実
は
欠
か
せ

な
い
で
し
ょ
う
。

「
ど
う
せ
転
職
し
て
、
辞
め
て
し
ま
う
か

も
」
で
は
な
く
、
転
職
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
現
代
こ
そ
《
な
じ
ま
せ
る
力
》
が
求
め
ら

れ
ま
す
。転
職
す
る
人
に《
な
じ
む
力
》が
備

わ
り
、
同
時
に
受
け
入
れ
側
に
も
《
な
じ
ま

せ
る
環
境
》
が
整
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が

健
全
な
転
職
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
近
年
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

な
ど
、
働
き
方
は
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
育
成
、
特
に

オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
と
て
も

難
し
い
状
況
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
カ
ギ
は

「
育
成
上
手
」
の
有
無

若
い
人
た
ち
が
会
社
に
な
じ
ん
で
、
元

気
に
働
け
る
環
境
を
│
│
。
私
が
「
組
織

社
会
化
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
は

そ
ん
な
思
い
か
ら
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
新

入
社
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
企
業
に
適
応
で
き

る
の
か
を
探
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
テ
ー

マ
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
大
学
時
代
の

友
人
で
し
た
。
卒
業
後
、
社
会
に
出
た
彼

ら
は
と
て
も
疲
弊
し
て
い
て
、
大
学
院
に

進
ん
だ
私
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
な
ぜ

楽
し
く
働
け
な
い
の
か
、
彼
ら
が
元
気
に

働
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
…
…
。

調
査
す
る
う
ち
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
が
組

織
社
会
化
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
20
年
以
上
研
究
を
続
け
る
中
で
、

た
ど
り
着
い
た
ひ
と
つ
の
結
論
が
「
上
司
が

持
つ
役
割
の
重
要
性
」
で
す
。
人
材
育
成
で

は
ど
う
し
て
も
若
手
へ
の
働
き
か
け
に
目

が
向
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
重
要
な
の

は
む
し
ろ
「
指
導
者
に
対
す
る
教
育
」
で
す
。

適
切
に
若
手
を
育
て
ら
れ
る
「
育
成
上
手
」

を
増
や
す
こ
と
こ
そ
が
円
滑
な
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
カ
ギ
で
あ
り
、
人
事
の
重
要
な

テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
育
成
上
手
に
な
っ
て
も
ら
う
方

法
の
ひ
と
つ
に
、
早
い
時
期
か
ら
育
成
に
関

わ
ら
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
育
成
上

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
で
は
些
細
な
質
問
が
し
づ
ら
く
、
ま

た
会
社
の
一
員
に
な
っ
た
実
感
も
得
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
解
決
の
一
手
と
し
て
、
私

が
考
え
る
の
は
「
対
面
の
日
の
デ
ザ
イ
ン
」

で
す
。
自
宅
業
務
が
ベ
ー
ス
で
も
、
定
期
的

に
対
面
で
話
す
機
会
を
設
け
る
。
そ
の
際
に

重
要
な
の
は「
上
司
あ
る
い
は
教
育
担
当
者
」

と
「
新
入
社
員
」
だ
け
で
は
な
く
、
で
き

る
限
り
職
場
全
員
が
集
ま
れ
る
日
を
設
定

す
る
こ
と
。
皆
で
話
し
、
笑
い
合
っ
て
こ
そ
、

一
体
感
や
愛
社
精
神
が
生
ま
れ
ま
す
。

古
い
考
え
方
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
愛
社
精
神
は
「
こ
の
会
社
の
た

め
に
頑
張
ろ
う
」
と
個
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
な
り
得
る
大
切
な
要
素
で
す
。
つ
な

が
り
を
感
じ
に
く
い
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
下

で
、
い
か
に
思
い
を
醸
成
し
て
い
く
か
は
今

後
も
課
題
と
し
て
残
る
で
し
ょ
う
。

産
官
学
の
連
携
で
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
送
り
出
せ
る
社
会
に

私
が
研
究
を
続
け
る
根
底
に
は
「
皆
が

幸
せ
に
働
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
会
社
に
と
っ
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
会
社
や
仕
事
に
ス
ト
レ
ス
を
抱

手
に
な
り
そ
う
な
人
材
、
育
成
上
手
に
な
っ

て
ほ
し
い
人
材
に
若
手
社
員
の
育
成
や
メ

ン
タ
ー
役
を
任
せ
、
育
成
の
大
変
さ
や
難
し

さ
、
や
り
が
い
を
覚
え
て
も
ら
う
の
で
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
の
意
識
も
重
要
で
す
。

教
育
の
必
要
性
や
課
題
感
を
正
し
く
理
解

し
た
ト
ッ
プ
の
も
と
、
教
育
担
当
だ
け
で
な

く
全
社
員
、
会
社
全
体
を
巻
き
込
ん
で
社
内

に
「
若
手
を
育
て
る
文
化
」
を
根
付
か
せ
る

こ
と
が
オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
成
功
の
秘
訣

と
な
り
ま
す
。

急
増
す
る
中
途
採
用
施
策
の
悩
み

健
全
な
転
職
社
会
を
築
く
に
は

「
育
成
上
手
」
の
研
究
と
並
行
し
て
、
約

8
年
前
か
ら
私
が
進
め
て
い
る
の
が
、
中
途

採
用
者
に
関
す
る
研
究
で
す
。
バ
ブ
ル
崩

壊
後
、
こ
れ
ま
で
の
終
身
雇
用
制
度
は
徐
々

に
崩
れ
、
働
き
方
は
大
き
く
変
容
、
転
職

も
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
急
増

し
て
い
る
の
が
「
中
途
採
用
者
の
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
」
に
関
す
る
悩
み
で
す
。

状
況
を
探
れ
ば
理
由
は
明
解
で
、
働
き

方
の
変
化
に
対
し
て
企
業
の
対
応
が
追
い

つ
か
ず
、
中
途
採
用
者
は
新
卒
者
に
比
べ
る

と
教
育
体
制
が
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
で
す
。「
即
戦
力
と
し
て
採
用

し
て
い
る
か
ら
」「
す
で
に
社
会
人
経
験
が

あ
る
か
ら
」
と
い
っ
て
サ
ポ
ー
ト
が
不
要
な

え
て
い
な
い
人
は
稀
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

に
は
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
今
の
社
会
に
安

心
し
て
送
り
出
せ
る
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を

抱
い
て
い
ま
す
。
将
来
、
彼
ら
が
楽
し
そ
う

に
働
き
、
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
る
社
会
に
す

る
た
め
に
、
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
研
究

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
真
剣
に
取

り
組
め
る
の
で
す
。

新
入
社
員
に
と
っ
て
、
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
は
社
員
の
魅
力
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
働
い

て
い
る
人
た
ち
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
れ

ば
「
あ
ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
期

待
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
魅
力
的
な
環
境

づ
く
り
は
人
事
の
大
事
な
仕
事
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
企
業
や
教
育
機
関

だ
け
で
な
く
、
政
府
も
含
め
た
産
官
学
で
の

《
協
育
》
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現

在
、
教
育
と
社
会
の
間
に
は
大
き
な
断
絶
が

あ
り
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
教
育

機
関
側
は
厳
し
い
教
育
を
避
け
が
ち
で
す
。

温
室
で
育
っ
た
子
た
ち
が
社
会
に
出
て
、
急

に
自
己
判
断
を
求
め
ら
れ
て
も
簡
単
に
対

処
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
大
学
の
み
な

ら
ず
、
中
学
・
高
校
で
も
仕
事
や
社
会
の
現

状
を
正
し
く
教
え
、
社
会
に
出
た
と
き
に
ス

ム
ー
ズ
に
な
じ
め
る
人
間
力
を
習
得
さ
せ

る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
産
官
学
が
連

携
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
若
い
世
代
を
育

て
る
体
制
構
築
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

幸
せ
な
人
生
を
歩
む
た
め
に

身
に
つ
け
た
い
「
4
つ
の
力
」

今
後
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
の
は
「
育
成
上
手
」
と
「
産
官

学
連
携
に
よ
る
教
育
体
制
」
に
加
え
、「
幸

せ
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
」

で
す
。
人
が
幸
せ
に
な
る
に
は
、
次
の
4
つ

の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
1
つ
は
「
交

わ
る
力
」、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
こ
と
で
す
。
最
近
よ
く
い
わ
れ

る
越
境
な
ど
も
含
み
ま
す
。
2
つ
め
が
「
や

り
抜
く
力
」、
3
つ
め
が
「
乗
り
越
え
る
力
」、

そ
し
て
4
つ
め
が
「
学
ぶ
力
」
で
す
。

こ
の
4
つ
の
力
は
現
代
の
競
争
を
避
け

る
よ
う
な
教
育
体
制
で
容
易
に
手
に
入
る

ス
キ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
や
り
抜

く
力
」
や
「
乗
り
越
え
る
力
」
は
、
挫
折
や

厳
し
い
経
験
を
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
。

過
程
を
通
じ
て
「
学
ぶ
力
」
が
身
に
つ
く
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
る

に
は
ど
ん
な
経
験
や
教
育
が
必
要
な
の
か
、

ひ
い
て
は
教
育
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
専

門
の
経
営
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
広

い
視
点
か
ら
長
期
的
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。《
人
を
育
て
る
こ
と
が
、
皆
の
幸
せ
に

つ
な
が
る
》
と
い
う
軸
を
持
ち
続
け
な
が

ら
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

#01#01尾形 真実哉氏
甲南大学  経営学部  教授

すべての人が《幸せに》働ける
社会の実現を目指して

〔PROFILE〕明治大学商学部卒業。神戸大学大学院経営学研究科博士
後期課程修了。甲南大学経営学部経営学科専任講師、准教授を経て現
在に至る。専門は組織行動論、経営組織論、経営管理論。近年は若年
人材の組織適応を中心に研究を重ね、関連著書も出版。2011年には若
年看護師の組織適応分析に関する論文で人材育成学会論文賞を受賞。

従業員をいかに定着させるかが課題になっている昨今。
組織適応の研究を続けている尾形真実哉氏に、
その研究の根底にある思いや、これからの取り組みについて伺いました。

研究者の視
点Academics’ Views

組織・人事領域で活躍する研究者に、
「今注目する」そして「これから探求したい」
研究テーマについて語っていただきました。
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い
え
ば
、
伝
統
的
な
日
本
型
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
け
る
年
功
制
や
長
期
雇
用
、
ま
た

前
述
の
集
権
的
人
事
管
理
の
特
色
な
ど
は
、

お
互
い
に
制
度
補
完
性
が
成
り
立
っ
て
い

る
た
め
に
有
効
に
機
能
し
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
年
功
制
や
長
期
雇
用
な
ど
に
変
化

が
起
こ
っ
て
い
る
現
在
、
補
完
性
に
問
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
1
9
9
0
年
代
以
降
の

人
事
変
化
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
は
、
制
度
補
完
性
が
崩
れ
て

い
る
こ
と
に
ひ
と
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
戦
略
的
補
完
性
」
と
は
、

個
別
の
国
が
持
つ
諸
制
度
の
国
際
比
較
に

お
い
て
、
絶
対
的
に
ど
の
国
の
制
度
が
有
効

と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
個
別
企
業
に
と
っ

て
は
、
そ
の
企
業
が
活
動
す
る
国
で
普
及
し

て
い
る
制
度
に

適
応
す
る
こ
と

が
有
効
性
を
高

め
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ

る
企
業
が
、
長

期
雇
用
が
中
心

の
国
で
効
果
的

な
採
用
方
法
を

検
討
す
る
場
合
、

そ
の
よ
う
な
国

で
は
中
途
採
用

市
場
に
良
い
人

イ
ギ
リ
ス
留
学
で

欧
米
と
日
本
の
人
事
の
違
い
を
実
感

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
に
お
い
て
、

国
際
比
較
は
興
味
深
い
問
題
解
決
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。
1
9
9
0
年
代
か
ら
人
事

と
社
会
制
度
の
補
完
性
が
研
究
者
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の
デ
ー
タ
と

理
論
を
使
っ
て
、
国
際
比
較
に
よ
る
日
本
の

人
事
の
分
析
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。　

私
が
こ
の
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

人
事
の
専
門
家
を
目
指
そ
う
と
し
て
、
日

本
に
人
事
に
関
す
る
専
門
修
士
課
程
が
な

か
っ
た
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
と
欧
米
の

人
事
研
究
に
顕
著
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

欧
米
の
人
事
研
究
は
、
心
理
学
、
社
会
学
、

経
済
学
、
組
織
論
、
戦
略
論
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
理
論
群
に
基
づ
い
て
理
論
的
枠
組
み

を
構
築
し
た
上
で
、
研
究
を
行
う
の
で
す

が
、
日
本
の
人
事
研
究
は
理
論
面
か
ら
の
分

析
が
や
や
弱
く
、
現
象
面
を
追
う
傾
向
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、

社
会
学
や
政
治
経
済
学
分
野
な
ど
の
制
度

理
論
が
理
論
的
背
景
の
中
心
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
理
論
の
分
析
方
法
の

ひ
と
つ
に
補
完
性
か
ら
の
分
析
が
あ
り
、
私

は
こ
れ
を
日
本
の
人
事
研
究
に
応
用
し
て

い
ま
す
。

材
が
い
な
い
た
め
、
新
卒
採
用
を
選
択
す
る

こ
と
が
有
効
に
な
る
と
い
う
具
合
で
す
。
そ

の
結
果
、
国
が
違
え
ば
企
業
の
戦
略
や
施
策

が
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

社
会
制
度
間
の
補
完
性
に
見
る

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
違
い

制
度
補
完
性
の
う
ち
社
会
制
度
間
の
補

完
性
に
注
目
す
る
と
、「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
は
、「
社
会
保
障
」「
職
業
訓
練
（
人
材

育
成
）」「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
企

業
の
戦
略
」
な
ど
と
影
響
し
合
っ
て
お
り
、

こ
の
違
い
が
国
に
よ
る
社
会
制
度
や
経
営
・

人
事
の
特
色
な
ど
に
表
れ
て
い
ま
す（
上
図
）。

例
え
ば
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、

日
本
や
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
、

少
数
の
安
定
大
株
主
と
間
接
金
融
で
成
り

立
つ
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
型
」
か
ら
、
多
数
小

株
主
と
直
接
金
融
で
成
り
立
つ
「
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
型
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
特
色
は
、
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
型
は
長
期
雇
用
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

型
は
外
部
か
ら
の
人
材
調
達
で
す
。
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
日
本
で
も
近
年
変

化
の
大
き
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
対

し
、「
職
業
訓
練
」
や
「
社
会
保
障
」
と
い
っ

た
他
の
社
会
制
度
の
変
化
が
追
い
付
い
て

い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
制
度

間
で
も
変
化
し
て
い
る
側
面
と
、
変
化
し
て

日
本
の
人
事
は
世
界
的
に
見
て
か
な
り

特
殊
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
人
事
に
対
す
る

意
思
決
定
権
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
人
事
部

門
は
海
外
に
比
べ
権
限
が
強
く
、
集
権
的

人
事
管
理
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
採
用
・

選
抜
や
賃
金
の
決
定
権
な
ど
に
お
い
て
も
、

国
際
的
に
見
て
日
本
だ
け
が
例
外
的
に
集

権
的
人
事
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
事
の
戦
略
性
に
お
い
て
は
、
経
営
戦

略
立
案
の
初
期
段
階
か
ら
人
事
が
関
わ
る

割
合
が
、
日
本
は
海
外
に
比
べ
高
い
と
は
い

え
ず
、
人
事
に
関
す
る
意
思
決
定
権
は
強
い

も
の
の
、
戦
略
性
は
高
い
と
は
い
え
な
い
の

が
、
日
本
の
人
事
と
い
え
ま
す
。

な
ぜ
国
に
よ
っ
て

人
事
の
特
色
が
異
な
る
の
か

こ
う
し
た
国
に
よ
る
人
事
の
特
色
の
違

い
を
説
明
す
る
理
論
領
域
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
補
完
性
か
ら
の
説

明
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
制
度
的
補
完

性
」
と
「
戦
略
的
補
完
性
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
「
制
度
的
補
完
性
」（
が
あ
る
状
態
）

と
は
、
2
つ
の
制
度
間
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

あ
り
、
個
別
に
用
い
る
よ
り
も
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
人
事
分
野
に

制
度
補
完
性
の
概
念
を
応
用
す
る
と
、
人
事

の
中
で
の
補
完
性
と
、
社
会
制
度
間
の
補
完

性
が
あ
り
ま
す
。
人
事
の
中
で
の
補
完
性
で

い
な
い
側
面
が
あ
り
、
社
会
制
度
全
体
の
補

完
性
が
崩
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
問
題
で
す
。

そ
の
う
ち
、「
職
業
訓
練
」
に
着
目
す
る
と
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
間
に
は
次
の
よ

う
な
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
社
会
に

職
業
訓
練
制
度
が
整
備
さ
れ
る
と
一
般
ス

キ
ル
や
産
業
特
殊
ス
キ
ル
が
習
得
さ
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
転
職
で
き
る
ス
キ
ル
の
比

率
が
高
ま
り
ま
す
。
す
る
と
企
業
内
部
で
の

競
争
は
減
り
、
労
働
市
場
全
体
に
お
け
る
他

企
業
・
同
職
種
の
人
と
の
競
争
が
意
識
さ
れ

ま
す
。
日
本
で
は
社
会
的
に
職
業
訓
練
制
度

が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
企
業
特
殊
ス
キ
ル

習
得
が
中
心
の
内
部
人
材
育
成
が
多
い
た

め
、
転
職
が
難
し
く
、
企
業
内
で
の
競
争
が

激
化
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
急
な
新
技
術
の
習
得
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
内
部
人
材
育
成
に
代

わ
る
新
た
な
職
業
訓
練
の
仕
組
み
が
必
要

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ド
イ
ツ
以
北
の

各
国
で
は
、
中
央
・
地
方
政
府
、
企
業
、
労

働
組
合
な
ど
の
従
業
員
代
表
組
織
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協

働
に
よ
る
社
会
的
な
職
業
訓
練
が
確
立
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
が
こ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
時
間
や
費
用
、
努

力
が
必
要
で
す
。
当
然
、
職
業
訓
練
に
対
す

る
政
府
支
出
も
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
財
政
難
の
日
本
は
こ
の
面
で
も
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

賃
金
停
滞
脱
出
の
カ
ギ
は

資
本
主
義
の
多
様
性
を
知
る
こ
と

よ
く
人
事
の
基
本
目
的
は
、
採
用・定
着・

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
3
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
産
業
・
職
種
で
い
ま
だ
転
職
が
難
し

い
日
本
で
は
、
賃
金
を
上
げ
な
く
て
も
定
着

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
採
用
は
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
問
題
な
し
で
す
。
組

織
内
の
激
し
い
競
争
の
中
で
、
社
員
は
勤
勉

に
働
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
あ
る
意
味
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
問
題
も
解
決
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
企
業
に
は
賃
金
を
上

げ
る
必
要
は
特
に
な
い
の
で
す
。

「
企
業
が
利
益
を
上
げ
れ
ば
、
賃
金
が
上

が
る
」
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
基
本
的
仮
定
で

し
た
。
こ
れ
は
人
材
が
流
動
化
し
た
労
働

市
場
で
、
賃
金
に
よ
っ
て
採
用
や
定
着
に
問

題
が
生
じ
る
国
の
場
合
で
す
。
資
本
主
義
の

タ
イ
プ
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
の
で
す
。
日

本
の
よ
う
に
人
材
流
動
化
が
進
ん
で
い
な

い
国
で
は
、
世
界
各
国
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
基
本
的
に
同
じ
だ
と
の
仮
定
に
立
つ

主
流
派
経
済
学
の
主
張
ど
お
り
に
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
資
本
主
義
は
多
様

な
も
の
で
あ
り
、
他
国
で
有
効
に
機
能
し

た
施
策
が
別
の
国
で
う
ま
く
い
く
と
は
考

え
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
の

社
会
、
あ
る
い
は
特
定
の
労
働
市
場
に
あ
っ

た
施
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

須田 敏子氏
青山学院大学大学院  国際マネジメント研究科  教授

ガラパゴス化した
日本の人事制度を
国際比較の観点で研究・分析

〔PROFILE〕青山学院大学経営学部経営学科卒業。日本能率協会グループで月刊誌
『人材教育』編集長などを歴任した後、イギリスに留学し、リーズ大学で修士号（MA 
in Human Resource Management）を、バース大学で博士号（Ph.D.）を取得。
専門は人材マネジメント、組織行動、国際経営比較など。『持続的成長をもたらす
戦略人事―人的資本の構築とサステナビリティ経営の実現』など著書多数。

人事に関する国際比較研究の第一人者である須田敏子氏。
研究を進めてこられた「補完性」からの国際比較分析を中心に、
日本の人事の特色や課題を解説いただきました。

#02須田#0#02須須#022須

Academics’ Views

研究者の視点

▼ 社会制度間の補完性（数値は相関係数）
Hall & Gingerich (2004) Varieties 
of Capitalism and Institutional 
Complementarities in the Macroeconomy, 
MpifG Discussion Paperを基に一部修正

企業の戦略
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社会保障

人材マネジメント

職業訓練

財・サービス市場に
関する規制

コーポレート
ガバナンス

企業間関係
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Academics’ Views

研究者の視点

重要度が増すウェルビーイング
HRMができることを
探求し続ける

を
見
る
と
、
必
ず
し
も
W
B
が
高
け
れ
ば
組

織
的
成
果
も
上
が
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
結
果
を
ま
と
め
る

と
「H

appiness

」
と「Relationship

」

は
概
ね
組
織
的
成
果
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効

果
が
あ
り
、「H

ealth

」
に
は
「
仕
事
に
没

頭
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
す
る
」
と
い
っ
た
逆
効
果
の
ケ
ー
ス
が

あ
り
得
る
と
い
う
関
係
性
に
あ
り
ま
す
。

健
康
経
営
は
「H

ealth

」
に
、
キ
ャ

リ
ア
開
発
支
援
は
「H

appiness

」
や

「Relationship

」
に
影
響
し
ま
す
。
そ
の
健

康
経
営
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
は
ど
の
よ

う
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
状
、
人
事
部
内
の
別
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
取
り
組
ん
で

い
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
両
者
を
同
時
に
取

り
組
む
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
す
べ

て
を
良
く
す
る
関
係
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
、
そ
こ
で
カ
ギ
と
な
る

観
点
は
何
か
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
例
か
ら
ひ
も
と
く

媒
介
変
数
の
重
要
性

そ
し
て
最
近
、
そ
の
糸
口
を
、
健
康
経

営
を
行
う
2
社
の
事
例
に
見
い
だ
し
ま
し

た
。
味
の
素
と
デ
ン
ソ
ー
で
、
経
済
産
業
省

が
毎
年
表
彰
す
る
健
康
経
営
銘
柄
で
お
な

じ
み
の
企
業
で
す
。
そ
こ
で
は
2
つ
の
カ
ギ

W
B
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
う

2
つ
の
部
門

先
日
、
あ
る
学
会
に
て
「
健
康
経
営
と

キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
の
補
完
的
関
係
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
3
つ
、「
健
康
経
営
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
開

発
支
援
」
そ
し
て「
W
B
」
で
す
。
私
は「
健

康
経
営
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
は
同
時
に

行
う
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
W
B

が
よ
り
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
観
点
か
ら
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
健
康
経

営
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
は
、
重
要
な
要
素

と
し
て
多
く
の
企
業
人
事
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
が
問
題
意
識

と
し
て
持
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
2
つ
の
活

動
を
請
け
負
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
分
か
れ
、
連

携
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
健

康
経
営
は
、
産
業
保
健
や
健
康
推
進
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
担
当
。
一
方
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支

援
は
人
材
開
発
支
援
部
門
な
ど
が
担
い
、
こ

の
両
者
間
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な

い
。
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
W
B
は
多
義
的
な
意
味
合
い

を
持
つ
も
の
で
す
が
、
大
枠
で
3
つ
に
分
類

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

心
身
の
健
康
か
ら
見
た
「
医
学
的
W
B
」。

2
つ
目
は
「
快
楽
主
義
的
（H

edonic

）

W
B
」
で
、
心
と
体
の
《
快
》
と
《
不
快
》

を
差
し
引
き
、《
快
》
が
多
い
ほ
ど
幸
福
度

と
な
る
観
点
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

1
つ
は
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
認
識
」

で
す
。
例
え
ば
デ
ン
ソ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

開
発
支
援
の
中
で
「
自
分
ら
し
さ
の
価
値
の

向
上
」
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
健
康
経
営
面

で
は
職
場
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
違
う
取
り
組
み
に

思
え
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
健
康
経
営
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援

の
相
乗
効
果
の
結
果
と
い
え
ま
す
。

2
つ
目
が
「
セ
ル
フ
の
意
識
」
で
す
。
味

の
素
の
例
を
見
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支

援
で
は
セ
ル
フ
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
を
導
入

し
、
自
己
へ
の
気
づ
き
な
ど
「
セ
ル
フ
の
意

識
」
を
醸
成
す
る
一
方
、健
康
経
営
で
は「
セ

ル
フ
・
ケ
ア
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
置
き
、
個

別
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
両
者
の
施

策
が
補
完
的
に
セ
ル
フ
の
意
識
を
高
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
健
康
経
営
と
キ
ャ
リ
ア

開
発
支
援
と
い
う
、
い
ず
れ
も
従
業
員
の

W
B
向
上
を
最
終
的
な
目
標
と
し
た
取
り

組
み
は
、
別
々
に
行
う
の
で
は
な
く
連
携
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、「
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
認
識
」
と
「
セ
ル
フ
の

意
識
」
の
2
つ
の
観
点
か
ら
、
互
い
に
相
乗

効
果
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
内
容
を
す

り
合
わ
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

が
高
い
と
さ
れ
ま
す
。3
つ
目
が「
持
続
的

（Eudaim
onic

）W
B
」で
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
唱
え
た
人
間
の
最
高
善（Eudaim

onia

）

に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。「
人
間
が
心
身
の

潜
在
能
力
を
発
揮
し
、
意
義
を
感
じ
、
周

囲
の
人
と
の
関
係
の
中
で
イ
キ
イ
キ
と
活

動
し
て
い
る
状
態
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。

H
R
М
に
お
け
る

W
B
と
組
織
的
成
果
の
関
係

こ
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
W
B
は
、
人

的
資
源
管
理
（
以
下
、
H
R
М
）
の
世
界
で

は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
実
は
、
1
9
8
4
年
に
発
表
さ
れ

た
「
ハ
ー
バ
ー
ド
モ
デ
ル
」
で
す
で
に
W
B

と
い
う
概
念
は
登
場
し
て
い
る
も
の
の
、

現
在
ま
で
直
接
的
に
は
扱
わ
れ
て
こ
ず
、

「H
appiness

（
心
理
面
）」「Relationship

（
社
会
面
）」「H

ealth

（
健
康
面
）」
と
い

う
3
つ
の
W
B
に
近
似
し
た
概
念
で
扱
わ

れ
て
き
ま
し
た
。「H

appiness

」
は
組

織
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
仕
事
へ
の
満

足
度
の
こ
と
で
す
。「Relationship

」
は
、

組
織
的
な
支
援
、
組
織
の
中
の
信
頼
関
係
な

ど
、「H

ealth

」
は
こ
の
場
合
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
メ
ン
タ
ル
面
だ
け
を
い
い
ま
す
。

「
H
R
M
施
策
」
と
「
W
B
」、「
組
織
的

成
果
（
業
績
な
ど
）」
の
3
者
間
の
関
係
性

社
会
が
転
換
す
る
今
、

《
そ
の
人
ら
し
さ
》
が
重
要
に

そ
も
そ
も
W
B
と
は
、《Being

》
と
あ

る
よ
う
に
、
人
の
生
き
方
や
自
分
の
価
値
に

重
き
を
置
い
た
も
の
。
W
B
が
昨
今
注
目
さ

れ
て
い
る
背
景
に
は
、
社
会
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、ハ
ー

バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
2
0
0
8

年
に
大
き
な
教
学
の
転
換
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
エ
ン
ロ
ン
事
件
を

受
け
、そ
の
反
省
か
ら
従
来
の
「K

now
ing

（
知
識
）」
と
「D

oing

（
ス
キ
ル
・
能
力
）」

に
加
え
、「Being

（
価
値
観
）」
の
重
視
を

打
ち
出
し
、《
人
間
力
》
を
育
む
こ
と
に
注

力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
転

換
は
経
営
学
全
般
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
で
は

従
来
の
カ
リ
ス
マ
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

か
ら
「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
や
「
シ
ェ
ア
ド
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の

よ
う
に
、
皆
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
シ
ェ
ア
す
る
、
と
い
っ
た
考

え
方
が
広
ま
り
ま
し
た
。
最
近
話
題
の
パ
ー

パ
ス
経
営
も
そ
の
一
例
で
し
ょ
う
。

社
会
的
に
良
い
こ
と
、
社
会
的
正
義
・

社
会
的
厚
生
を
よ
り
重
視
す
る
社
会
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
健
康
経
営
や
キ
ャ
リ

ア
開
発
支
援
、
W
B
も
そ
の
一
環
に
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
競
争
し
て
利
益
を
追
う

《
効
率
的
》
な
経
営
モ
デ
ル
か
ら
、《
社
会
的

正
義
》
へ
と
価
値
観
が
転
換
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
経
営
を
し
て
い
く

べ
き
か
、
同
時
に
我
々
自
身
は
ど
う
生
き
て

い
く
べ
き
か
。
ま
た
大
学
は
そ
の
よ
う
な
心

を
ど
の
よ
う
に
し
て
学
生
に
育
ん
で
い
け

ば
い
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
の
学
長
な
の
で
、
学
生
の
育

成
に
苦
心
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
思
っ
て
い

る
の
は
、胸
を
打
つ
教
育
、心
に
火
を
つ
け
る

よ
う
な
教
育
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
学
生
自
身
が
己
を
よ

く
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
企
業
の
従

業
員
教
育
に
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。

自
分
の
価
値
と
は
何
か
。
基
軸
を
ど
こ

に
据
え
、
社
会
的
に
意
義
が
あ
る
こ
と
に
自

分
の
人
生
を
ど
う
使
っ
て
い
く
の
か
。
そ
う

し
た
一
連
のBeing

を
そ
れ
ぞ
れ
が
育
ん
で

い
く
。
そ
れ
は
個
人
の
も
の
で
す
か
ら
、
企

業
が
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
例

え
ば
パ
ー
パ
ス
経
営
に
お
い
て
、
企
業
の

理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
企
業
のBeing

が
、
個
人
のBeing

と
部
分
的
に
重
な
り
合

え
ば
、
互
い
にW

in-W
in

の
関
係
に
な
り

ま
す
。
今
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
し

て
み
る
と
、
人
事
と
い
う
の
は
哲
学
的
で

す
。
人
事
の
方
々
もK

now
ing

ば
か
り
に

と
ら
わ
れ
ず
、「
自
分
な
り
の
哲
学
」
を
持
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。

#03#03平野 光俊氏
大手前大学 学長

〔PROFILE〕早稲田大学商学部卒業後、ジャスコ（現イオン）株式
会社入社。人事部長、経営企画室次長として22年間勤務したのち、
2002年神戸大学大学院経営学研究科助教授、06年同教授。19年大阪
商業大学教授。21年大手前大学教授・副学長、22年4月から同学長。
神戸大学名誉教授。専門分野は人的資源管理、組織行動、キャリア開発。

企業人事に従事した経験を持ち、人的資源管理の専門家として
長年、研究を続けてこられた平野光俊氏。
昨今、重要性が増している職場におけるウェルビーイング（以下、WB）の向上について、
人事部の現状に見る課題感と解決に向けてカギとなる観点などを教えていただきました。
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支
払
わ
れ
る
賃
金（
割
増
賃
金
率
）

0時間

150%

0%

100%

125%

60時間 80時間
時間外労働時間

時間外労働なし

休暇に代替
できる部分

休暇に代替
できない部分

「
育
児
休
業
の
分
割
取
得
」
等
の
内
容
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
4

月
1
日
か
ら
は
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が

1
、0
0
0
人
を
超
え
る
事
業
主
は
、
男
性

労
働
者
の
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を

年
1
回
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
0
1
8
年
6
月
に
成
立
し

た
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
労
働
基
準

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
労
働
基
準
法
附
則

第
1
3
8
条
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
割
増

賃
金
率
の
引
き
上
げ
の
適
用
猶
予
措
置
が

廃
止
さ
れ
、
2
0
2
3
年
4
月
1
日
か
ら
中

小
企
業
に
お
い
て
も
、
月
60
時
間
を
超
え
る

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
が
50
％
以
上

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
6
月
、
育
児
・
介
護
休
業

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
に
「
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
雇

用
環
境
整
備
及
び
妊
娠
・
出
産
の
申
出
を

し
た
労
働
者
に
対
す
る
個
別
の
周
知
・
意

向
確
認
の
措
置
の
義
務
付
け
」
や
「
産
後

パ
パ
育
休
（
出
生
時
育
児
休
業
）
の
創
設
」、

2
0
1
0
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

労
働
基
準
法
に
よ
り
、
月
60
時
間
を
超
え
る

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
が
25
％
以
上

か
ら
50
％
以
上
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た（
労
働
基
準
法
第
37
条
1
項
た
だ
し
書
き
）。

こ
の
改
正
は
、
中
小
企
業
主
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
企
業
の
経
営
に
多
大
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
分
の
間
、
割
増

賃
金
率
の
引
き
上
げ
の
適
用
が
猶
予
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
労
働
基
準
法
附
則
第
1
3
8

条
）。

　　　　  人事が知っておきたい
法改正のポイント
2023年、法改正により人事・労務担当者の対応が変更になるもの、

新たに対応が必要になるものがある。その中で特に注目の3つの法改

正の概要と対応のポイントについて、弁護士の今井靖博氏に伺った。

  弁護士   今井 靖博 氏

改
正
の
背
景

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
2
0
2
0

年
度
で
12
・
65
％
と
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
女
性
と
比
べ
未
だ
低
い
水
準
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
取
得
期
間
も
男
性
の
場
合
は
8

割
が
1
カ
月
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
・
正
社
員
の
育
児
休
業
制
度

を
利
用
し
た
者
の
割
合
は
19
・
9
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
育
児
休
業
制
度
の
利
用
を
希
望

し
て
い
た
が
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
者
の
割

合
は
37・5
％
と
な
っ
て
お
り
（
※
1
）、
男

性
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
が
容
易
で
は
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
は
、
出
産
・
育
児
等
に

よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
、
希
望
に
応
じ

て
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

男
性
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
大
企
業
に
対
し
、

男
性
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表

を
義
務
化
し
ま
し
た
。

公
表
の
時
期
・
方
法

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
1
、0
0
0

人
を
超
え
る
事
業
主
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、毎
年
少
な
く
と
も
1

回
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
育
児
休
業
の

取
得
の
状
況
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
（
育
児
・
介
護
休
業
法
22
条
の
2
）。

公
表
は
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ほ
か
、

厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
両
立
支
援

の
ひ
ろ
ば
（
※
2
）」
で
公
表
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

な
お
、公
表
義
務
に
違
反
し
、行
政
の
勧

告
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
は
、
企
業
名
が
公

表
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が

必
要
で
す
（
育
児
・
介
護
休
業
法
56
条
の
2
）。

育
児
休
業
取
得
率
の
公
表

中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ

取得割合の計算法　公表前事業年度（※3）における、以下の①または②のいずれかの割合を公表する必要がある。

代替休暇の付与

割増賃金率の変更点

図1

図3

図2

① 育児休業等の取得割合 ② 育児休業等と育児目的休暇の取得割合

※3 公表を行う日の属する事業年度の直前の事業年度。
※4 次の①～③のいずれかの休業：①育児休業、産後パパ育休、②育児のための短時間勤務制度を利用できない労働者に対する代替措置として講じた3歳未満の子を対象とする育児休業、③育児・介護休業法
による努力義務として制度化した小学校就学前の子を対象とする育児休業

※5 目的の中に育児を目的とするものであることが明らかにされている休暇制度。育児休業等及び子の看護休暇は除く。

参考：厚生労働省「改正労働基準法のポイント」

参考：東京労働局「しっかりマスター 労働基準法 割増賃金編」

参考：厚生労働省 令和4年9月1日 男性の育児休業取得促進シンポジウム資料

または

育児休業等（※4）をした男性労働者の数
育児休業等をした男性労働者の数

および
小学校就学前の子を対象とした育児を目的とした休暇制度（※5）を

利用した男性労働者の数の合計数
配偶者が出産した男性労働者の数

配偶者が出産した男性労働者の数

2023年版

深
夜
労
働
と
の
関
係

月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
深
夜

の
時
間
帯
（
22
時
か
ら
翌
5
時
）
に
行
わ
せ

た
場
合
は
、
深
夜
割
増
賃
金
率
25
％
以
上
に

時
間
外
割
増
賃
金
率
50
％
以
上
を
加
え
た

75
％
以
上
の
割
増
賃
金
率
で
計
算
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
時
間
外
労
働

の
合
計
時
間
の
み
な
ら
ず
、
当
該
労
働
が
深

夜
労
働
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
管
理
も
必

要
で
す
。

休
日
労
働
と
の
関
係

月
60
時
間
の
時
間
外
労
働
を
算
定
す
る
際

は
、労
働
基
準
法
第
35
条
の
法
定
休
日
に
行
っ

た
労
働
時
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

法
定
休
日
以
外
の
休
日
に
行
っ
た
労
働
時
間

は
算
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

法
定
休
日
と
そ
れ
以
外
の
休
日
を
区
分
け
し

て
計
算
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

企
業
が
行
う
べ
き
対
応

●
就
業
規
則
（
賃
金
規
程
）
の
修
正

就
業
規
則（
賃
金
規
程
）の
割
増
賃
金
の
条

項
に
お
い
て
、時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃

金
率
を「
月
60
時
間
超
の
場
合
は
50
％
以
上
」

に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。賃
金
の
決
定

等
に
関
す
る
事
項
は
就
業
規
則
の
絶
対
的
必

要
記
載
事
項
と
な
り
ま
す
の
で
、速
や
か
に
変

更
を
行
い
、遅
滞
な
く
所
轄
労
働
基
準
監
督

署
長
宛
て
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
労
働
時
間
の
適
正
把
握

今
回
の
割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

人
件
費
に
影
響
が
生
じ
る
た
め
、
各
労
働
者

の
労
働
時
間
が
適
正
で
あ
る
か
を
把
握
し
、

労
働
者
間
で
仕
事
量
に
隔
た
り
が
あ
る
場
合

は
、
業
務
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
各
労

働
者
の
労
働
時
間
を
削
減
、
平
準
化
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

●
代
替
休
暇
の
付
与

代
替
休
暇
と
は
、
法
定
時
間
外
労
働
が
月

60
時
間
を
超
え
た
場
合
、
当
該
超
過
分
の
割

増
賃
金
の
支
払
に
代
え
て
、
有
給
の
代
替
休

暇
を
与
え
る
こ
と
で
、
割
増
賃
金
の
支
払
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
（
労
働
基

準
法
第
37
条
3
項
）。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
28
年
就
労

条
件
総
合
調
査
に
よ
る
と
、
1
カ
月
60
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
か
か
る
割
増
賃
金

率
を
定
め
て
い
る
企
業
の
う
ち
、
割
増
賃
金

の
支
払
に
代
え
て
有
給
の
休
暇
を
付
与
す
る

代
替
休
暇
制
度
が
あ
る
企
業
割
合
は
約
2
割

と
低
調
で
す
。

し
か
し
、
中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
の
引

き
上
げ
の
適
用
猶
予
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
経

緯
と
し
て
、
中
小
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
労

働
者
の
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
そ
の
健
康

を
確
保
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
働
き
や
す
い

職
場
へ
の
改
善
、
生
産
性
の
向
上
等
に
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
代
替
休
暇
の
導
入
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

な
お
、
代
替
休
暇
の
導
入
を
す
る
に
は
、

過
半
数
組
合
（
過
半
数
組
合
が
な
い
場
合
は

事
業
場
の
過
半
数
代
表
者
）
と
労
使
協
定
を

締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔PROFILE〕山田・尾﨑法律事務所パートナー弁護士。2008年弁護士登録。企業における予防法務や、
トラブル対応、改善策の策定など企業法務全般を広く取り扱う。ハラスメントに関する執筆活動や企業・
大学・学校等各種団体における講演活動多数。

弁護士の解説

弁護士の解説

※
1
三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ「
平
成
30
年
度　

仕
事
と
育
児
等
の
両
立
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業

報
告
書（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）」（
平
成
31
年
2
月
）

※
2
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
取
組
を
支
援
す
る
情
報
サ
イ
ト
「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」https://ryouritsu.m

hlw.go.jp/

1カ月の
時間外労働

改正前
（2010年4月1日～）

改正後
（2023年4月1日～）

60時間以下 60時間超 60時間以下 60時間超

大企業 25% 50% 25% 50%

中小企業 25% 25% 25% 50%
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～パーソル総合研究所 研究活動一覧～

パーソル総合研究所　研究活動のご紹介
パーソル総合研究所では、人事の現場において、次なる行動を促す意思決定の役に立つ情報を発信するため「はたらいて、笑おう。」
というパーソルグループのグループビジョンのもと、さまざまな調査・研究活動を続けています。調査・研究の成果は、報告書や特
設サイト、機関誌、書籍などで公表しておりますので、ぜひご活用ください。

2022年9月5日公開 報酬

賃金に関する調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/wage-survey.html

就業者の賃金の増減、収入に対する満足度、年収、副業の
有無および、企業の経営層の賃上げに対する意識について
調査しました。

2022年11月18日公開

職場のハラスメントについての定量調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/harassment.html

職場のハラスメントについて、その発生要因や影響、ハラ
スメントが暗数化（潜在化）する要因と防止策、また上司
マネジメントとの関係などについて調査しました。

2022年7月21日公開 人材育成 組織開発

リスキリングと
アンラーニングについての定量調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/unlearning.html

正社員のリスキリングと学習棄却（アンラーニング）の実
態と、リスキリングやアンラーニングを促す組織的要因を
調査しました。

2022年11月2日公開

メタバース社会における
対人インタラクション研究（Phase1）

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/metaverse.html

対面と非対面（VRアバター、Web会議）の形態の違いが、
営業場面などにおけるコミュニケーションに引き起こす影
響について、データに基づき解明するため、基礎的実験を
実施しました。

2022年8月30日公開 テレワーク

新型コロナウイルス対策によるテレワーク
への影響に関する調査（第七回）

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/telework-survey7.html

新型コロナウイルス感染症の第7波感染拡大下におけるテ
レワークの実態を定量的に把握するため、約2万人の調査
を実施しました。

2022年11月8日公開

グローバル就業実態・成長意識調査
（2022年）

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/global-2022.html

世界18カ国・地域の主要都市における人々の働く実態や
働く意識、Well-being、働くことを通じた成長、グローバ
ルな就業意向、コロナ禍の影響による働く実態や意識の変
化などについて把握するため、調査を実施しました。

2022年6月30日公開 女性活躍

女性活躍推進に関する定量調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/female-manager.html

女性管理職比率向上に向けて女性活躍の現状と課題を整理
し、その課題に対して有効な施策を男女の格差観点から明
らかにしました。

2022年10月5日公開 人的資本

人的資本情報開示に関する調査【第2回】～求職者が
関心を寄せる人的資本情報とは～

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/human-capital2.html

人的資本情報開示に関して、求職者が転職／就職先の検討
にあたり重視する要素や使用する媒体・ツール、人的資本
情報開示項目への関心度を調査しました。

2022年5月23日公開 組織開発 マネジメント

企業の新規事業開発における
組織・人材要因に関する調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/new-business-development.html

新規事業開発の実施状況や成功度、組織的な成功要因（手
法、組織マネジメント、人事の支援、組織風土など）、新
規事業開発担当者の実態について調査しました。

2022年5月27日公開 人的資本

人的資本情報開示に関する実態調査

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/human-capital.html

非財務情報の関連用語や開示指針の理解度、人的資本情報
開示に関する議論の状況、主管部署、重視する要素、マネ
ジメント実態を調査しました。

調査一覧（2022年） 各調査の詳細は、下記URLまたは二次元バーコードよりアクセスし、ご覧いただけます。

DX

Global就業・成長ハラスメント

条
第
1
項
）。

2
0
2
2
年
7
月
8
日
、
同
法
の
省
令
・

告
示
が
改
正
さ
れ
、「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」

が
情
報
公
表
項
目
に
追
加
。
新
た
に
「
男
女

の
賃
金
の
差
異
」
も
公
表
・
状
況
把
握
す
る

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
3
0
0

人
を
超
え
る
規
模
の
企
業
は
、
職
業
生
活
を

営
み
、
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
女
性
の
職
業

選
択
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
事
業
に
お
け
る

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す

る
情
報
を
定
期
的
に
公
表
す
る
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
女
性
活
躍
推
進
法
第
20

男
女
間
賃
金
格
差
の
開
示
義
務

各区分の情報公表項目図4

「女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供」
以下の❶～❽の８項目から１項目選択 ＋ ❾の項目（必須）＊新設

「職業生活と家庭生活との両立」以下の７項目から1項目選択 ※従来どおり

❶採用した労働者に占める女性労働者の割合
❷男女別の採用における競争倍率
❸労働者に占める女性労働者の割合
❹係長級にある者に占める女性労働者の割合
❺管理職に占める女性労働者の割合
❻役員に占める女性の割合
❼男女別の職種または雇用形態の転換実績
❽男女別の再雇用または中途採用の実績

❾男女の賃金の差異（必須）
＊新設

❶男女の平均継続勤務年数の差異
❷10事業年度前およびその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割合
❸男女別の育児休業取得率
❹労働者の一月当たりの平均残業時間
❺雇用管理区分ごとの労働者の一月当たりの平均残業時間
❻有給休暇取得率
❼雇用管理区分ごとの有給休暇取得率

改
正
の
背
景

日
本
に
お
け
る
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
、

長
期
的
に
見
る
と
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
ほ
か
の
先
進
国
と
比
較
す
る
と
依
然
と

し
て
大
き
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
女
性
活
躍
推
進
法
は
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
の
数
が
1
0
0
人
を
超
え
る
規
模
の

企
業
に
対
し
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
主
要

な
原
因
と
な
る
管
理
職
や
役
員
に
占
め
る

女
性
の
割
合
、
平
均
継
続
勤
続
年
数
の
差
異

な
ど
に
関
す
る
状
況
を
把
握
し
、
目
標
設
定

や
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
情

報
公
表
を
義
務
付
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

び
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
現
状
を
踏
ま
え
、

更
な
る
縮
小
を
図
る
た
め
に
、
情
報
公
表
項

目
に
「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」
が
追
加
さ
れ
、

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が
3
0
0
人
を
超
え

る
規
模
の
企
業
に
対
し
て
は
、
従
前
の
情
報

公
表
項
目
に
加
え
て
、「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」

を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

対
応
す
べ
き
事
項

●
公
表
の
方
法

男
女
間
の
賃
金
格
差
は
、
正
規
雇
用
、
非

正
規
雇
用
そ
れ
ぞ
れ
の
男
女
労
働
者
の
割
合

の
差
異
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
た
め
、
全

労
働
者
、
正
規
雇
用
労
働
者
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
3
区
分
ご
と
に
男
女
間
の
賃
金
の

差
異
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
公
表
は
、

自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働
省
が
運

営
す
る「
女
性
の
活
躍
推
進
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
な
ど
を
利
用
し
、
求
職
者
等
が
容
易
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
公
表
の
時
期

男
女
間
の
賃
金
格
差
の
公
表
義
務
に
つ
い

て
は
、
2
0
2
2
年
7
月
に
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
初
回
の
情
報
公
表
は
、
施
行
日
以

後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
が
終
了
し
、
新
た

な
事
業
年
度
が
開
始
し
て
か
ら
お
お
む
ね
3

カ
月
以
内
に
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
常
用
労
働
者
数
が
3
0
0
人
を
超
え
る

規
模
の
会
社
の
多
く
は
、
2
0
2
3
年
1
月

以
降
に
公
表
の
時
期
が
訪
れ
ま
す
の
で
、
早

い
段
階
で
自
社
の
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
状

況
を
把
握
し
、
公
表
で
き
る
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

●
説
明
欄
の
活
用

男
女
間
の
賃
金
格
差
を
公
表
す
る
に
当
た

り
、
事
業
主
は
任
意
に
追
加
的
な
情
報
を
説

明
欄
で
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
の
公
表
は
、
求
職
者

等
に
的
確
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
自
社
に
お
け
る
男
女
間
の
賃
金
格

差
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
や
、
勤
続
年
数

や
役
職
な
ど
の
属
性
を
踏
ま
え
て
賃
金
格

差
を
公
表
す
る
な
ど
、
説
明
欄
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

●
賃
金
体
系
等
の
見
直
し

今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
、
前
述
の
と
お
り
、

男
女
間
で
の
賃
金
格
差
の
縮
小
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
単
に
賃
金
格
差
を
公
表
す

る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
男
女
間
の
賃
金
に
差

別
的
な
取
り
扱
い
が
あ
る
場
合
は
、
賃
金
体

系
等
を
見
直
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

弁護士の解説

参考：厚生労働省　女性の活躍に関する情報公表に関する周知リーフレット
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～パーソル総合研究所 研究活動一覧～

機関誌「HITO」各機関誌の詳細は、下記URLまたは二次元バーコードよりアクセスし、ご覧いただけます。
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2022年9月発刊
HITO vol.18
組織成長に生かすアンラーニング
～これまでの知識・スキルを捨て、入れ替える～

近年、リスキリングとともに注目を集めるアンラーニング。
時代や環境の変化とともに通用しなくなった知識・スキルを
捨て、替わりに新しい知識・スキルを
取り込むことを指すアンラーニングは、
個人や組織が何に着目し、注力すれば
促進できるのでしょうか。調査や取材
から探りました。

人材育成 組織開発

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito18.html

2021年8月発刊
HITO vol.17
ITエンジニアに選ばれる組織の条件
～賃金と組織シニシズムの観点から考察する～

これからの企業の競争力維持・成長に不可欠なDX（デジタル
トランスフォーメーション）。そのDXを支えるITエンジニア
の需要が急速に高まっています。ITエ
ンジニアの獲得・活躍推進にはどのよ
うな観点・施策が重要なのか。定量調
査を基に、「賃金」と「組織シニシズム」
の観点から考察します。

人材育成採用

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito17.html

2020年12月発刊
HITO vol.16
はたらく人の幸福学
～組織と個人の想いのベクトルを合致させる新たな概念の探求～

経営指標とすべき概念として「幸せ」に着目し、慶應義塾大
学大学院・前野隆司教授と共同研究を実施。その成果を基に、
はたらく人に「幸せ／不幸せをもたらす
因子」や「幸せ／不幸せの状態を測る尺
度」を解説するほか、はたらく人の幸せ
が経営に与える影響についてデータや
企業事例から読み解きます。

well being

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito16.html

2020年5月発刊
HITO vol.15
開国、ニッポン！
～試される日本企業、外国人材に選ばれるにはどうするか～

近年、急増する日本で働く外国人材。今後、企業が外国人材
の採用・定着・活躍推進を進めていく場合、どのようなこと
に注意すべきなのでしょうか。高度外
国人材やパート・アルバイト領域にお
ける外国人材の活躍推進について、調
査分析や識者・企業事例の取材を通し
て、そのヒントを探った一冊です。

外国人材

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito15.html

2022年10月発刊
特別号 HITO REPORT vol.13

2022年3月発刊
特別号 HITO REPORT vol.12

動き出す、日本の人的資本経営
～組織の持続的成長と個人のウェルビーイングの両立に向けて～

「副業」容認しますか？
～本業への影響、人事の本音、先進事例などから是非を考える～

人的資本経営、そして情報開示に向けた動きが加速していま
す。本誌では人的資本経営への注目が高まってきた背景や、
情報開示に向けた取り組みの要点を解
説するほか、投資家、経営者、企業人事、
大学キャリアセンターなど、さまざまな
ステークホルダーにインタビューを行い、
人的資本経営のポイントを探りました。

企業にとっても個人にとっても、より良い意味を持つ副業の
在り方とは何でしょうか。また、そのために企業はどのよう
な点に留意して従業員の副業について
容認検討・推進すればよいのでしょう
か。調査分析の結果のほか、人事への
本音アンケートや企業取材などを通し
て、その解を探ります。

人的資本

労務管理

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito-report-vol13.html

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito-report-vol12.html

副業働き方改革

2021年11月発刊
特別号 HITO REPORT vol.11
「シニア人材」活性化のカギ
～70歳就業時代に向けた高齢者雇用の在り方を探る～

シニア就業者に、企業内で戦力として生き生きと活躍しても
らうにはどうすればよいのでしょうか。「シニア人材を雇用す
る企業」「50～60代のシニア従業員」
「シニア従業員と同じ職場で働く40代
以下の同僚社員」を対象に実施した調
査の結果と、取材を基に考察します。

ミドル・シニア

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito-report-vol11.html

2021年4月発刊
特別号 HITO REPORT vol.10
テレワークは組織成長の原動力になるか？
～調査データから見えた成功の秘訣～

新型コロナ対応のため、一気に導入が進んだテレワーク。し
かし、その効果に対する企業の評価は分かれました。今後、
企業にとって、どのようにテレワーク
を取り入れていくのがよいのでしょうか。
2020年3月から継続的に行ってきた当
社調査の結果を基に、課題を抑え、メリッ
トを享受するための秘訣を考察します。

テレワーク

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/hito/hito-report-vol10.html

メルマガ／Facebookページのご案内

読者アンケート

パーソル総合研究所では、雇用や労働市場、人材マネジメント、キャリアなどに関する調査研究結果の
レポートや、研究員・コンサルタントのコラムなどの情報を、メルマガ・Facebookで随時お届けしています。

今後のより良い誌面作りの参考とさせていただくため、
アンケートを実施しております。ご協力をお願いいたします。

メルマガ（無料）登録はこちらから
メルマガ（無料） Facebook

Facebookページ

202212-01

persolinfo@rc.persol.co.jp本誌の内容に関するお問い合わせ 株式会社パーソル総合研究所

パーソル総合研究所
https://rc.persol-group.co.jp

https://rc.persol-group.co.jp/mail/

https://www.facebook.com/rc.persol/

https://questant.jp/q/J2V0K6OX
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特設サイト 各サイトの詳細は、下記URLまたは二次元バーコードよりアクセスし、ご覧いただけます。

2022年11月9日更新2021年12月22日更新 人的資本ジョブ型雇用

人的資本経営を考える『日本的ジョブ型雇用』転換への道
関心が高まる「人的資本経営」。なぜ今、「人的
資本経営」が重視されているのか、どのように
情報開示していくのがよいのかなど、「人的資
本経営」に関する動向や企業の実態のほか、今
後の対応に向けて企業として知っておきたい観
点や考え方などについて、識者や企業経営層の
方などからのご意見や独
自の調査・分析などを通
して検討していきます。

本サイトでは、日本型雇用の現状や課題「日本
的ジョブ型雇用」への転換のためのロードマッ
プに関して、有識者の方々と議論しレポートし
ています。それに加え、日本企業の人材マネジ
メントの実態や将来的な変化への対応について
定量的に調査した結果も踏まえ、日本的ジョブ
型雇用の在り方における
現実解を提言します。

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/employment/ https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/human-capital/
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代表取締役社長就任のご挨拶

　2020年9月に公表され
た「人材版伊藤レポート」
をきっかけに、「人的資本
経営」に注目が集まり、人
事部には、経営戦略の実
現に寄与する「戦略人事」への転換の期待がま
すます高まっています。一方、タレントマネジメ
ント、ミドル・シニアの活性化、雇用改革、副
業・兼業、ウェルビーイング、アンラーニングな
ど、人事部門が対応しなければならない眼前の
課題も山積であり「守りの人事」、「攻めの人事」
の攻守両面で対応が求められています。こうし
た状況の中で、何からどう手を付ければよいの
かと、経営・人事の皆様より、ご相談をいただ
くことも増えてまいりました。
　本誌は、2011年の発刊以来、骨太な人事テー
マを取り上げ、経営、人事部門の皆様にとって
「Deliverable」、すなわち実務の「役に立つ」調査・
研究成果を発信してまいりました。上述した《眼
前の課題》は、実は、これまで本誌にて取り上
げてきた特集のテーマの一部です。
　そして、今号では新しい試みとして、来る
2023年の人事の注目すべきテーマ、重要となる
であろうテーマについて、パーソル総合研究所の
考え、また研究者、企業人事などさまざまなお立
場の皆様からいただいたご意見をご紹介すること
で、少し先の未来を見通すきっかけにしていただ
くーー、そんな特集を企画しました。多くの皆様
にご覧いただき、「先の見えない時代」の一灯と
なれば幸いです。今後ともパーソル総合研究所、
機関誌「HITO」をよろしくお願いいたします。

代表取締役社長　萱野 博行
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